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岩

坪

健

本
稿
は
『
三
玉
挑
事
抄
』
冬
部
の
２６５
番
か
ら
３１３
番
ま
で
を
掲
載
す
る
。
凡
例
は
秋
部
（
上
）
と
同
じ
で
あ
る
の
で
省
略
す
る
。
担
当
者

は
す
べ
て
本
学
博
士
課
程
在
学
者
で
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
各
項
目
末
尾
の
（

）
内
に
は
、
担
当
者
の
氏
名
を
示
し
た
。

森
あ
か
ね
、
風
岡
む
つ
み
、
廣
瀬
薫
、
松
本
匡
由
、
島
田
薫
、
金
子
将
大
、
北
井
達
也
、
小
森
一
輝
、
村
上
泰
規

冬
部初

冬

柏
玉

２６５
冬
き
て
は
野
沢
に
深
き
春
の
水
の
み
と
り
を
み
ね
の
松
の
一
本

春
―

水
満
二

四
│

沢
ニ一

、
夏
―

雲
多
二

奇
―

峰
一

。
秋
―

月
揚
二

明
輝
一

、
冬
―

嶺
秀
二

孤
│

松
一

。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
〇
三
一
番
。
古
文
真
宝
前
集
、
四
時
、
二
九
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
春
の
水
の
│
春
の
水
」。『
古
文
真
宝
前
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

初
冬
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春
の
野
べ
の
沢
は
緑
色
の
水
に
満
ち
て
い
た
が
、
冬
が
来
る
と
緑
は
峰
に
あ
る
一
本
の
松
だ
け
だ
な
あ
。

春
は
水
が
ゆ
た
か
に
四
方
の
沢
に
満
ち
る
。
夏
は
さ
ま
ざ
ま
の
お
も
し
ろ
い
形
の
雲
の
峰
が
、
空
高
く
に
湧
き
上
が
る
。
秋
は
月

が
明
る
い
光
を
放
ち
、
冬
は
木
の
葉
の
落
ち
た
嶺
に
は
、
一
本
松
の
緑
が
群
を
ぬ
い
て
一
き
わ
高
く
仰
が
れ
る
。

﹇
考
察
﹈「
四
時
」
は
晋
代
の
詩
と
さ
れ
、
春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
の
風
物
を
取
り
上
げ
、
自
然
の
大
観
に
お
け
る
美
を
詠
じ
る
。
当
歌
は

「
四
時
」
に
詠
ま
れ
た
春
と
冬
の
風
景
を
踏
ま
え
、
冬
の
到
来
に
よ
る
自
然
景
を
春
と
の
対
比
し
て
詠
む
。
冬
に
な
る
と
松
の
緑
が
目

立
つ
こ
と
は
、
３０３
・
３０４
番
歌
、
参
照
。

﹇
参
考
﹈「
四
時
」
は
１１６
番
歌
に
も
掲
載
。『
円
機
活
法
』
に
は
陶
潜
詩
と
さ
れ
、
夏
の
部
分
の
み
引
用
。

（
森
あ
か
ね
）

初
冬
落
葉

２６６
一
葉
に
も
お
と
ろ
き
初
る
秋
の
風
は
ら
ひ
尽
し
て
冬
は
来
に
け
り

淮
南
子
。
一
葉
落
而
天
下
知
秋
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
三
〇
九
番
。
淮
南
子
、
巻
一
六
、
九
四
五
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
和
刻

古
今
事
文
類
聚

前
集
』「
落
而
│
落
」。

﹇
訳
﹈

初
冬
の
落
葉

一
枚
の
葉
が
落
ち
て
初
め
て
（
秋
の
訪
れ
に
）
驚
く
、
そ
の
秋
風
が
葉
を
落
と
し
尽
く
し
て
冬
は
来
た
の
だ
な
あ
。

淮
南
子
。
一
枚
の
葉
が
落
ち
て
、
天
下
は
秋
を
知
る
。

﹇
考
察
﹈『
淮
南
子
』
の
一
節
は
、
身
近
な
こ
と
に
よ
っ
て
未
来
を
察
知
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
当
歌
は
『
淮
南
子
』
を
踏
ま
え
な
が

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
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ら
、
冬
の
到
来
を
詠
む
。

﹇
参
考
﹈『
淮
南
子
』
の
本
文
は
「
見
一
葉
落
、
知
歳
之
将
暮
」
で
異
な
る
。
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
刊
『
和
刻

古
今
事
文
類
聚
』
巻

一
〇
・
秋
部
は
『
淮
南
子
』
を
出
典
に
掲
げ
る
。（
１３３
番
歌
、
参
照
）。

（
風
岡
む
つ
み
）

紅
葉
随
風

２６７
恨
あ
れ
や
風
の
ち
か
ら
は
お
た
し
く
て
す
く
な
き
に
し
も
た
へ
ぬ
紅
葉
ゝ

文
選
。
陸
士
衡
、
豪
士
賦
序
。
落
―

葉
俟
ツ
テ
二

微
│

風
ヲ一

以
隕
ツ

。
而
風
ノ

之
力
蓋
―シ

寡
シ

云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
四
六
八
番
。
文
選
、
文
章
篇
中
、
五
〇
二
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
お
た
し
く
て
│
け
だ
し
く
も
」。『
和
刻
本

文
選
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

紅
葉
、
風
に
随
う

（
風
を
）
恨
む
の
だ
ろ
う
か
。
風
の
力
は
穏
や
か
で
少
な
い
の
に
、
そ
れ
に
耐
え
ら
れ
な
い
紅
葉
の
葉
は
。

文
選
。
陸
士
衡
の
豪
士
の
賦
の
序
。
落
ち
よ
う
と
す
る
木
の
葉
は
、
微
か
な
風
が
吹
け
ば
落
ち
る
。
し
か
し
、
そ
の
風
の
力
は
少

な
い
云
々
。

﹇
考
察
﹈
陸
機
（
字
は
士
衡
）
の
文
章
は
、
何
か
物
事
を
成
す
た
め
に
必
要
な
の
は
自
己
の
あ
り
方
で
あ
り
、
外
的
な
条
件
は
二
の
次
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
季
節
が
秋
を
迎
え
た
た
め
に
葉
は
自
ら
の
性
質
に
よ
っ
て
落
ち
る
の
で
あ
り
、
風
の
力
に
よ
る
と
こ
ろ
は
少
な

い
と
い
う
比
喩
を
用
い
て
表
現
し
た
も
の
。
第
三
句
「
穏
し
く
て
」（
穏
や
か
で
と
い
う
意
）
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
で
は
「
け
だ
し

け
だ

す
く
な

く
も
」
で
出
典
の
「
蓋
し
寡
し
」
に
よ
り
近
い
表
現
と
な
る
。

― １３５ ―
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﹇
参
考
﹈『
源
氏
物
語
』
少
女
の
巻
に
、
秋
の
情
感
に
心
を
打
た
れ
た
内
大
臣
（
か
つ
て
の
頭
中
将
）
が
和
琴
を
奏
で
、「
風
の
力
け
だ
し

す
く
な
し
」
と
口
ず
さ
む
場
面
が
あ
る
。『
和
刻
本

文
選
』
は
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
版
。

（
廣
瀬
薫
）

朝
時
雨

２６８
見
し
夢
の
あ
し
た
の
雲
よ
た
か
為
か
夕
を
ま
た
す
時
雨
行
ら
ん

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
八
八
〇
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

朝
の
時
雨

夢
で
見
た
朝
雲
よ
、（
お
ま
え
は
）
誰
の
た
め
に
夕
べ
を
待
ち
き
れ
ず
時
雨
を
降
ら
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

あ
し
た

な

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
「
旦
に
は
朝
雲
と
為
り
、
暮
に
は
行
雨
と
為
る
。」（
２６９
番
歌
に
掲
載
）
に
よ
る
。

（
金
子
将
大
）

２６９
夕
こ
そ
雨
と
も
な
ら
め
し
く
れ
行
あ
し
た
の
雲
よ
た
か
こ
ゝ
ろ
な
る

髙
唐
賦
曰
、
妾
ハ

在
二

巫
―

山
ノ

之
陽
、
高
―

丘
ノ

之
岨
ニ一

。
旦
ニ
ハ

為
二

朝
雲
一

、
暮
ニ
ハ

為
二

行
│

雨
ト一

。
朝
―

々
暮
―

々
陽
―

台
ノ

之
下
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
五
五
〇
番
。
文
選
、
巻
一
九
、
賦
篇
下
、
三
四
三
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
和
刻
本

文
選
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
朝
の
時
雨
）

夕
方
に
は
き
っ
と
本
降
り
の
雨
に
な
る
だ
ろ
う
。
時
雨
を
降
ら
せ
て
行
く
こ
の
朝
雲
よ
、（
そ
れ
は
）
誰
の
心
な
の
か
。

高
唐
賦
に
よ
る
と
、
私
は
巫
山
の
南
側
に
あ
る
険
し
い
峰
の
頂
に
住
ん
で
い
ま
す
。
朝
に
は
雲
と
な
り
、
夕
方
に
は

通
り
雨
と

な
っ
て
、
毎
朝
毎
晩
こ
の
楼
台
の
も
と
に
参
り
ま
し
ょ
う
。
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﹇
考
察
﹈「
高
唐
賦
」
は
宋
玉
が
楚
の
襄
王
に
向
か
っ
て
、
巫
山
の
近
く
に
建
て
ら
れ
た
高
唐
の
楼
観
の
様
子
を
述
べ
た
も
の
。
出
典
の
一

節
は
、
先
王
の
夢
に
現
れ
た
女
性
の
セ
リ
フ
。

﹇
参
考
﹈「
雨
と
な
り
し
ぐ
る
る
空
の
浮
雲
を
い
づ
れ
の
方
と
わ
き
て
な
が
め
む
」（
源
氏
物
語
、
葵
の
巻
、
五
五
頁
）。

（
金
子
将
大
）

夕
時
雨

柏
２７０
あ
か
つ
き
の
霜
に
き
く
へ
き
声
も
な
し
し
く
る
ゝ
雲
の
入
あ
ひ
の
か
ね

山
海
経
。
豊
―

山
ニ

有
二

九
│

鐘
一

焉
。
是
レ

知
テレ

霜
ヲ

鳴
ル

。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
〇
四
四
番
。
山
海
経
、
第
五
、
中
山
経
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
玉
海
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

夕
べ
の
時
雨

夜
明
け
前
に
霜
に
応
じ
て
鳴
る
と
い
う
、
豊
山
の
鐘
の
音
も
聞
こ
え
な
い
。（
そ
の
代
わ
り
に
）
時
雨
を
降
ら
す
雲
の
中
か
ら
、
夕
暮

れ
時
に
つ
く
鐘
の
音
（
が
聞
こ
え
て
く
る
な
あ
）。

山
海
経
。
豊
山
に
九
つ
の
鐘
が
有
る
。
こ
の
鐘
は
霜
を
知
っ
て
鳴
る
。

﹇
考
察
﹈
鐘
が
霜
を
知
っ
て
鳴
る
と
は
、
霜
が
降
り
る
と
鳴
る
と
い
う
意
味
。『
山
海
経
』
の
本
文
を
抄
出
し
た
至
元
三
年
（
一
三
三
七
）

版
『
玉
海
』（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
は
、
南
宋
の
王
応
麟
の
撰
。
前
野
直
彬
著
『
全
釈
漢
文
大
系

第
三
三

巻

山
海
経
・
列
仙
伝
』（
集
英
社
、
一
九
七
五
年
）
に
よ
る
と
、「
豊
山
」
と
「
有
九
鐘
焉
是
知
霜
鳴
」
の
間
に
「
有
レ

獣
焉
。
其
状

如
レ

、
赤
目
赤
啄
黄
身
。
名
曰
二

雍
和
一

。
見
即
国
有
二

大
恐
一

。
神
耕
父
処
レ

之
。
常
遊
二

清
泠
之
淵
一

、
出
入
有
レ

光
〔
清
冷
水
在
二

西
号

郊
県
山
上
一

。
神
来
時
、
水
赤
有
二

光
輝
一

。
今
有
レ

屋
祠
レ

之
。〕
見
即
其
国
為
レ

敗
。」
と
い
う
文
章
が
入
る
。

― １３７ ―
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﹇
参
考
﹈「
暁
の
鐘
を
聞
か
ず
は
霜
さ
ゆ
る
夜
半
と
も
知
ら
じ
炉
火
の
本
」（
続
草
庵
集
、
三
〇
二
番
）

（
北
井
達
也
）

枕
上
時
雨

２７１
聞
わ
か
ぬ
し
く
れ
よ
い
か
に
枕
せ
し
な
か
れ
は
水
の
ひ
ゝ
き
な
か
ら
に

晋
書
。
孫
楚
事
実
、
見
于
秋
部
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
五
五
三
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

枕
元
の
時
雨

（
水
の
流
れ
る
音
と
）
聞
き
分
け
ら
れ
な
い
（
ほ
ど
激
し
い
）
時
雨
よ
、
ど
れ
ほ
ど
（
降
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
）
か
。
孫
楚
が
枕
に
し

て
い
た
水
の
流
れ
は
、
昔
と
同
じ
響
き
で
あ
る
が
。

晋
書
、
孫
楚
の
事
、
秋
の
部
に
見
え
る
。（
１５４
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈
枕
元
で
時
雨
の
響
き
を
聞
き
、
孫
楚
の
漱
石
枕
流
の
故
事
を
連
想
し
て
、
孫
楚
が
枕
に
し
て
い
た
と
い
う
流
れ
の
音
と
、
雨
音

と
が
区
別
で
き
な
い
ほ
ど
だ
と
詠
む
。

（
小
森
一
輝
）

窓
落
葉

柏
２７２
枝
の
雪
も
い
ま
や
み
て
ま
し
窓
ふ
か
く
あ
つ
め
ぬ
物
の
積
る
こ
の
は
に

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
〇
六
三
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

窓
辺
の
落
葉
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枝
の
雪
も
今
は
見
て
い
る
だ
ろ
う
か
。（
雪
の
よ
う
に
）
窓
辺
に
う
ず
高
く
集
め
て
も
い
な
い
の
に
、
積
も
っ
て
い
る
落
ち
葉
を
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
の
「
枝
の
雪
」
と
「
窓
」
は
『
源
氏
物
語
』（
２７３
番
歌
に
掲
載
）
に
よ
る
。

（
松
本
匡
由
）

落
葉
窓
深

同
２７３
色
こ
き
は
木
の
葉
も
窓
の
光
に
て
お
も
は
ぬ
枝
の
雪
そ
つ
も
れ
る

乙
女
巻
云
、
ま
と
の
蛍
を
む
つ
ひ
、
枝
の
雪
を
な
ら
し
た
ま
ふ
云
々
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
〇
六
四
番
、
一
九
六
二
番
。
源
氏
物
語
、
乙
女
巻
、
一
五
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
落
葉
窓
深
│
落
葉
深
窓
」（
一
九
六
二
番
）。『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

落
葉
、
窓
辺
に
深
し

落
葉
の
色
が
濃
い
の
も
窓
か
ら
の
光
の
せ
い
で
、
思
い
が
け
な
い
ほ
ど
枝
に
雪
が
積
も
っ
て
い
る
な
あ
。

乙
女
の
巻
に
よ
る
と
、（
夕
霧
は
高
貴
な
身
分
で
、
出
世
は
保
障
さ
れ
て
い
る
の
に
）
蛍
雪
の
功
を
お
積
み
に
な
る
云
々
。

﹇
考
察
﹈「
窓
の
蛍
を
睦
び
、
枝
の
雪
を
馴
ら
し
た
ま
ふ
」
と
は
、
窓
辺
の
蛍
の
光
を
友
と
し
て
枝
の
雪
に
親
し
む
よ
う
に
勉
学
に
励
む
と

い
う
意
味
で
、
夕
霧
が
大
学
で
学
ぶ
志
を
称
賛
し
た
場
面
。『
蒙
求
』
の
「
孫
康
映
雪
、
車
胤
聚
蛍
」（
家
が
貧
し
く
雪
の
明
か
り
で
本

を
読
ん
だ
孫
康
、
蛍
の
光
で
学
ん
だ
車
胤
の
故
事
）
を
踏
ま
え
る
。

（
松
本
匡
由
）

水
郷
寒
芦

２７４
し
ほ
れ
あ
し
の
よ
る
�
�
い
か
に
川
つ
ら
の
冬
に
成
行
波
風
の
声

― １３９ ―
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薄
雲
巻
云
、
冬
に
な
り
行
ま
ゝ
に
、
川
つ
ら
の
住
ゐ
い
と
ゝ
心
ほ
そ
さ
ま
さ
り
て
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
九
九
八
番
。
源
氏
物
語
、
薄
雲
巻
、
四
二
七
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

水
郷
の
寒
芦

寒
さ
で
枯
れ
た
芦
が
川
辺
に
夜
ご
と
打
ち
寄
せ
ら
れ
る
と
、
さ
ぞ
か
し
波
風
の
音
は
冬
に
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
よ
。

薄
雲
の
巻
に
よ
る
と
、
冬
に
な
る
に
つ
れ
て
、
川
の
ほ
と
り
に
あ
る
住
ま
い
は
い
っ
そ
う
心
細
さ
が
つ
の
っ
て
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
、
明
石
の
君
た
ち
が
住
む
大
堰
川
ほ
と
り
の
邸
宅
の
心
細
さ
を
描
く
。
第
二
句
の
「
よ
る
」
は
、「
夜
」
と

「
寄
る
」
の
掛
詞
。
ま
た
「
寄
る
」
は
「
波
」
の
縁
語
。

（
村
上
泰
規
）

垣
根
寒
草

２７５
冬
草
の
し
た
の
心
や
数
な
ら
ぬ
垣
根
な
か
ら
も
春
を
ま
つ
ら
ん

初
子
巻
の
詞
、
春
の
部
に
見
え
た
り
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
五
九
一
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
垣
根
│
牆
根
」

﹇
訳
﹈

垣
根
の
冬
草

冬
草
は
内
心
、
身
分
の
高
く
な
い
者
の
垣
根
に
生
え
て
い
て
も
、
春
を
待
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

初
音
の
巻
の
文
章
、
春
の
部
に
見
え
る
。（
１０
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈
初
音
の
巻
は
、「
数
な
ら
ぬ
垣
根
」（
低
い
身
分
の
者
の
垣
根
）
の
内
に
も
春
が
訪
れ
る
と
い
う
場
面
。
当
歌
も
春
を
待
つ
、
庶

民
の
垣
根
の
草
の
心
を
詠
む
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
上
）

― １４０ ―



（
島
田
薫
）

鶴
払
霜

柏
２７６
霜
は
ら
ふ
鶴
の
毛
衣
や
は
ら
か
に
ぬ
る
よ
も
な
し
と
音
を
や
鳴
ら
ん

催
馬
楽
、
貫
河
。
一
段
ぬ
き
川
の
せ
ゝ
の
や
は
ら
た
ま
く
ら
、
や
は
ら
か
に
ぬ
る
よ
は
な
く
て
、
お
や
さ
く
る
つ
ま
。
下
略

﹇
出
典
﹈
三
玉
和
歌
集
類
題
、
鶴
払
霜
。
催
馬
楽
、
貫
河
、
一
二
三
頁
。

﹇
異
同
﹈『
三
玉
和
歌
集
類
題
』「
や
は
ら
か
に
│
和
か
に
」。『
梁
塵
愚
案
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

鶴
が
霜
を
払
う

霜
を
払
う
鶴
の
羽
毛
は
柔
ら
か
で
、
柔
ら
か
に
寝
る
夜
も
な
い
と
鳴
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

催
馬
楽
、
貫
河
。
一
段
貫
河
の
あ
ち
こ
ち
の
瀬
に
立
つ
波
は
荒
々
し
く
て
柔
ら
か
で
な
い
よ
う
に
、
私
の
腕
を
枕
に
し
て
、（
い

と
し
い
あ
な
た
と
）
柔
ら
か
に
共
寝
す
る
夜
は
な
く
て
、
両
親
が
会
わ
せ
て
く
れ
な
い
妻
よ
。
下
略

﹇
考
察
﹈「
貫
河
」
は
、
親
に
仲
を
裂
か
れ
な
が
ら
も
純
愛
を
歌
い
合
う
男
女
の
掛
け
合
い
か
ら
成
る
。
当
歌
は
霜
を
払
う
鶴
に
、
男
に
会

え
ず
に
嘆
く
女
の
姿
を
重
ね
て
詠
む
。
第
三
句
「
や
は
ら
か
に
」
は
「
鶴
の
毛
衣
」
と
「
寝
る
」
を
修
飾
す
る
。

﹇
参
考
﹈「
貫
河
」
の
解
釈
は
『
梁
塵
愚
案
抄
』
の
本
文
「「
せ
ゝ
の
手
枕
」
は
波
枕
と
云
か
如
し
。
波
は
あ
ら
き
物
な
れ
は
、「
や
は
ら
か

に
ぬ
る
夜
は
な
き
」
と
枕
に
よ
せ
て
い
へ
り
。「
お
や
さ
く
る
」
は
父
母
と
し
て
子
の
妻
を
さ
く
る
也
」
に
よ
る
。

（
金
子
将
大
）

残
菊
匂

２７７
を
の
か
た
め
折
の
こ
す
枝
に
あ
ら
な
く
に
こ
て
ふ
そ
菊
の
匂
ひ
を
は
し
る

― １４１ ―
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三
躰
詩
。
節
―

去
蜂
―

愁
蝶
不
レ

知
、
暁
―

庭
還
テ

繞
二

折
―

残
ス

枝
ヲ一

、
自
縁
二

今
―

日
人
│

心
ノ

別
一

、
未
タ二

必
シ
モ

秋
―

香
ハ

一
―

夜
ニ

衰
一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
二
八
〇
番
。
三
体
詩
、
巻
上
、
十
日
菊
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
三
体
詩
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

残
菊
の
匂
い

自
分
の
た
め
に
折
り
残
し
た
菊
の
枝
で
は
な
い
の
に
、
蝶
は
菊
の
匂
い
を
知
（
り
飛
び
回
）
っ
て
い
る
な
あ
。

三
体
詩
。
菊
の
節
句
が
過
ぎ
た
の
を
蜂
は
憂
え
て
い
る
が
、
蝶
は
気
づ
か
ず
、
明
け
方
の
庭
に
折
り
し
だ
か
れ
た
菊
の
枝
を
な
お

も
飛
び
廻
っ
て
い
る
。（
菊
の
色
香
が
変
わ
っ
て
見
え
る
の
は
）
今
日
の
人
の
心
が
変
わ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
菊
の
花
の
秋
の
香

り
が
一
夜
で
衰
え
た
わ
け
で
は
な
い
。

﹇
考
察
﹈「
十
日
菊
」
は
節
句
を
過
ぎ
る
と
顧
み
ら
れ
な
い
菊
の
花
に
同
情
し
た
漢
詩
。
第
二
句
の
「
折
残
」
に
つ
い
て
村
上
哲
見
著
『
三

体
詩

上
』（
新
訂
中
国
古
典
選
１６
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
六
年
）
で
は
、「「
残
」
は
、
敗
残
、
衰
残
な
ど
に
お
け
る
よ
う
に
、
動

詞
の
あ
と
に
そ
え
ら
れ
て
、
す
た
れ
る
、
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
う
の
意
を
あ
ら
わ
す
。「
折
残
」
は
折
ら
れ
て
ず
た
ず
た
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
折
ら
れ
た
あ
と
に
残
る
、
で
は
な
い
。」
と
解
釈
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
当
歌
の
「
折
り
残
す
」
は
折
ら

ず
に
残
す
と
い
う
意
味
で
、
咲
き
続
け
る
菊
花
の
香
り
に
気
づ
い
て
近
寄
る
蝶
を
詠
む
。

（
金
子
将
大
）

石
間
氷

柏
２７８
氷
り
け
り
ひ
ま
な
く
水
も
石
川
や
花
田
の
帯
の
中
絶
て
み
ゆ

催
馬
楽
、
石
川
。
い
し
か
は
ん
の
こ
ま
う
と
に
、
帯
を
と
ら
れ
て
、
か
ら
き
く
い
す
る
。
二
段
い
か
な
ん
る
、
い
か
ん
な
る
帯

そ
、
花
田
の
帯
の
、
中
は
絶
た
る
。
下
略

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
上
）

― １４２ ―



﹇
出
典
﹈
三
玉
和
歌
集
類
題
、
冬
、
石
間
氷
。
催
馬
楽
、
石
川
、
一
四
九
頁
。﹇
異
同
﹈『
三
玉
和
歌
集
類
題
』『
梁
塵
愚
案
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

石
間
氷

は
な
だ

隙
間
も
無
く
氷
っ
て
し
ま
っ
た
な
あ
。
絶
え
間
な
く
（
流
れ
て
い
た
）
水
も
絶
え
て
見
え
る
。
石
川
の
（
高
麗
人
に
取
ら
れ
た
）
縹
色

の
帯
の
真
ん
中
が
絶
ち
切
れ
た
よ
う
に
。

催
馬
楽
、
石
川
。
石
川
の
高
麗
人
に
、
帯
を
取
ら
れ
て
、
ひ
ど
く
後
悔
し
て
い
る
。
二
段
ど
ん
な
、
ど
ん
な
帯
な
ん
だ
い
、
縹
色

（
薄
藍
色
）
の
帯
で
、
真
ん
中
が
切
れ
て
い
る
。
下
略

﹇
考
察
﹈
催
馬
楽
「
石
川
」
で
帯
が
絶
え
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
当
歌
は
石
川
の
流
れ
が
氷
っ
て
絶
え
て
し
ま
っ
た
と
詠
む
。「
ひ
ま
な

く
」
流
れ
て
い
た
「
水
」
が
「
ひ
ま
な
く
」「
氷
り
け
り
」
の
結
果
、「
帯
」
が
「
絶
え
」
る
よ
う
に
「
水
」
も
「
絶
え
」
た
、
と
い
う

技
巧
で
あ
る
。

﹇
参
考
﹈
本
文
異
同
に
は
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
年
）
版
『
梁
塵
愚
案
抄
』（
早
稲
田
大
学
古
典
書
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
を
使
用
（
１５０

番
歌
、
参
照
）。

（
北
井
達
也
）

氷
閇
細
流

柏
２７９
海
川
に
い
と
は
ぬ
水
の
心
を
も
し
ら
ぬ
氷
の
あ
さ
き
へ
た
て
よ

朗
詠
ニ
厭

史
記
。
李
―

斯
カ

上
書
ニ

云
、
泰
―

山
ハ

不
レ

譲
二

土
│

壌
ヲ一

故
ニ

能
ク

成
二

其
ノ

大
一

、
河
│

海
ハ

不
レ

擇
二

細
―

流
ヲ一

故
ニ

能
ク

成
二

其
ノ

深
一

。

﹇
出
典
﹈
該
当
歌
ナ
シ
。
史
記
、
李
斯
列
伝
第
二
七
、
四
六
一
頁
。﹇
異
同
﹈『
史
記
』「
泰
山
│
太
山
」「
能
成
其
深
│
能
就
其
深
」。

と

﹇
訳
﹈

氷
が
小
川
を
閇
ざ
す

― １４３ ―
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大
海
や
黄
河
に
は
（
細
い
流
れ
で
も
）
厭
わ
ず
受
け
入
れ
る
水
の
心
が
あ
る
の
に
、
氷
が
そ
れ
も
知
ら
な
い
（
で
小
川
を
閉
ざ
す
）
と

は
浅
は
か
な
分
け
隔
て
だ
な
あ
。

史
記
。
李
斯
が
上
書
し
て
言
う
に
は
、
泰
山
は
塵
の
よ
う
な
土
で
も
受
け
入
れ
積
み
上
げ
る
た
め
、
あ
の
よ
う
に
大
き
く
な
る
の

で
す
。
黄
河
や
大
海
は
ど
ん
な
小
川
の
水
で
も
受
け
入
れ
る
た
め
、
あ
の
よ
う
な
深
い
河
に
な
る
の
で
す
。

﹇
考
察
﹈『
史
記
』
は
、
人
民
を
棄
て
賓
客
を
斥
け
る
秦
の
始
皇
帝
を
李
斯
が
諌
め
、
他
人
の
意
見
を
広
く
受
け
入
れ
な
い
と
大
成
し
な
い

と
説
い
た
故
事
。
当
歌
は
そ
れ
を
踏
ま
え
、
氷
が
張
っ
て
も
大
き
な
水
の
流
れ
は
止
め
ら
れ
な
い
が
、
小
さ
い
水
流
は
塞
き
止
め
ら
れ

る
様
子
を
、
流
れ
の
大
小
で
分
け
隔
て
す
る
浅
は
か
な
思
慮
と
見
立
て
た
。

﹇
参
考
﹈「
朗
詠
ニ
厭
」
と
い
う
傍
注
が
示
す
通
り
、
北
村
季
吟
『
和
漢
朗
詠
集
注
釈
』
に
は
「
河
海
ハ

不
レ

厭
ハ二

細
流
ヲ一

」
と
あ
る
。

（
北
井
達
也
）

懸
樋
氷

２８０
氷
け
り
し
た
ひ
の
水
よ
た
か
為
に
な
か
る
ゝ
こ
と
の
緒
を
も
た
ち
け
ん

列
子
、
湯
問
篇
。
伯
―

牙
善
ク

鼓
スレ

琴
ヲ

、
鐘
―

子
―

期
善
ク―

聴
ク

。
伯
―

牙
鼓
シ
テ
レ

琴
ヲ

志
在
レ

登
二

高
山
一

。
鐘
子
期
カ

曰
、「
善
カ
ナ

哉
。
峩
―

々
兮

若
二

泰
―

山
一

」。
志
在
二

流
│

水
ニ一

。
鐘
―

子
―

期
カ

曰
、「
善
カ
ナ

哉
。
洋
│

々
兮
若
二

江
│

河
一

」。

呂
氏
春
秋
曰
、
鐘
―

子
―

期
死
ス

。
伯
―

牙
破
レ

琴
絶
レ

絃
ヲ

終
レ

身
ヲ

不
二

復
タ

鼓
一レ

琴
ヲ

云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
五
一
三
番
。
列
子
、
下
、
湯
問
第
五
、
二
四
七
頁
。
呂
氏
春
秋
、
巻
一
四
、
本
味
、
三
七
六
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
た
ち
け
ん
│
た
つ
ら
ん
」。『
列
子
』『
呂
氏
春
秋
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

懸
樋
の
氷

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
上
）

― １４４ ―



凍
っ
て
し
ま
っ
た
な
あ
、
下
樋
の
水
よ
。
誰
の
た
め
に
、
流
れ
る
（
水
に
心
を
寄
せ
て
弾
い
た
）
琴
の
緒
を
も
絶
っ
て
し
ま
っ
た
（
よ

う
に
水
の
流
れ
も
絶
え
た
）
の
だ
ろ
う
。

列
子
、
湯
問
篇
。
伯
牙
は
上
手
に
琴
を
弾
き
、
鐘
子
期
は
そ
の
音
色
を
上
手
に
聞
き
分
け
た
。
伯
牙
は
琴
を
弾
き
な
が
ら
、
高
い

山
に
登
る
気
持
ち
を
表
現
し
た
。
鐘
子
期
は
、「
素
晴
ら
し
い
。
ま
る
で
泰
山
が
そ
び
え
立
っ
て
い
る
よ
う
だ
」
と
言
っ
た
。
伯

牙
が
流
れ
る
水
に
心
を
寄
せ
て
弾
い
た
。
鐘
子
期
は
、「
素
晴
ら
し
い
。
ま
る
で
江
河
が
水
を
湛
え
て
い
る
よ
う
だ
」
と
言
っ
た
。

呂
氏
春
秋
に
よ
る
と
、
鐘
子
期
が
死
ん
で
か
ら
と
い
う
も
の
、
伯
牙
は
琴
を
壊
し
て
絃
を
絶
ち
、
終
生
弾
く
こ
と
は
な
か
っ
た

云
々
。

と
い

﹇
考
察
﹈
歌
題
の
「
懸
樋
」
も
第
二
句
の
「
下
樋
」
も
水
を
導
く
樋
で
あ
る
が
、
懸
樋
は
地
上
に
架
け
渡
し
、
下
樋
は
地
中
に
埋
め
る
。

歌
題
と
異
な
る
の
は
、
下
樋
に
は
琴
の
空
洞
に
な
っ
た
部
分
と
い
う
意
味
も
あ
り
、
下
の
句
の
「
琴
の
緒
」
の
縁
語
に
な
る
か
ら
で
あ

ろ
う
。
伯
牙
と
鐘
子
期
の
故
事
は
「
知
音
」
の
由
来
に
な
る
。

﹇
参
考
﹈『
列
子
』
の
本
文
校
合
に
は
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
〜
一
六
四
四
）
刊
『
列
子
鬳
齋
口
義
』、『
呂
氏
春
秋
』
の
校
合
に
は
江
戸
前

期
版
本
を
使
用
。
い
ず
れ
も
長
澤
規
矩
也
編
『
和
刻
本
諸
子
大
成
』（
汲
古
書
院
、
一
九
七
六
年
）
所
収
。

（
小
森
一
輝
）

深
山
炭
竃

２８１
み
ね
た
か
み
や
く
炭
か
ま
や
け
た
物
の
空
に
ほ
え
け
ん
道
も
た
つ
ね
ん

列
仙
伝
曰
、
劉
―

安
ハ

漢
ノ

高
―

帝
ノ

孫
封
二

淮
―

南
―

王
ニ一

。
好
二

儒
│

術
ノ

方
技
ヲ一

作
二

内
―

書
二
十
一
篇
ヲ一

。
又
著
二

鴻
宝
万
年
二
巻
ヲ一

論
ス二

変
―

化
ノ

之
道
ヲ

。
中
略

於
レ

是
与
レ

安
登
レ

山
大
ニ―

祭
埋
二

金
ヲ

於
地
一

白
―

日
ニ

昇
―

天
ス

。
八
│

公
与
レ

安
所
レ

践
之
石
、
皆
陥
。
至
レ

今
有
ツ
テ
二

人
│

馬
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之
迹
一

存
セ
リ

焉
。
所
二

棄
―

置
一

薬
―

鼎
、
鶏
―

犬
舐
テレ

之
ヲ

並
ニ

得
二

軽
挙
一

鶏
鳴
二

雲
ノ―

中
一

犬
吠
二

天
―

上
ニ一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
六
二
〇
番
。
列
仙
全
伝
、
劉
安
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
列
仙
全
伝
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

奥
山
の
炭
窯

峰
が
高
い
の
で
（
天
に
昇
る
の
に
ふ
さ
わ
し
く
）、
炭
を
焼
く
炭
窯
が
あ
り
、
け
だ
も
の
が
天
空
で
吠
え
た
と
い
う
昇
天
の
道
も
捜
し

求
め
よ
う
か
。

列
仙
伝
に
よ
る
と
、
劉
安
は
漢
の
高
帝
の
孫
で
、
淮
南
王
に
封
じ
ら
れ
た
。
劉
安
は
儒
教
の
秘
術
を
好
み
、『
淮
南
子
』
内
書
二

十
一
篇
を
編
ん
だ
。
ま
た
、『
鴻
宝
』『
万
年
』
二
巻
を
著
し
、
神
仙
錬
金
の
術
を
論
じ
た
。
中
略

こ
こ
に
お
い
て
、
劉
安
と
山

に
登
り
、
盛
大
に
祭
を
し
て
、
金
を
地
に
埋
め
、
白
日
の
下
に
昇
天
し
た
。
八
公
（
八
人
の
神
仙
）
と
劉
安
が
踏
ん
だ
と
こ
ろ
の

や
く
て
い

石
は
す
べ
て
陥
没
し
、
今
に
な
っ
て
も
人
馬
の
跡
が
残
っ
て
い
る
。
捨
て
て
置
か
れ
た
薬
鼎
（
薬
を
作
る
鍋
）
を
鶏
や
犬
が
舐
め

て
、
こ
れ
ら
も
軽
々
と
飛
び
上
が
り
、
鶏
は
雲
中
に
鳴
き
犬
は
天
上
に
吠
え
た
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
深
山
に
立
ち
上
る
炭
窯
の
煙
を
、
劉
安
の
薬
鼎
か
ら
立
ち
上
る
煙
に
見
立
て
た
。
第
二
句
の
「
焼
く
炭
窯
」
に
「
焼
く

炭
」
と
「
炭
窯
」
を
掛
け
る
。
引
用
本
文
の
「
内
書
二
十
一
篇
」
と
は
『
淮
南
子
』
を
指
し
、
内
書
が
二
一
編
、
中
書
が
八
編
、
外
書

が
二
三
編
あ
っ
た
が
、
現
存
す
る
の
は
内
書
二
一
編
の
み
。

﹇
参
考
﹈「
列
仙
伝
曰
」
と
あ
る
が
『
列
仙
伝
』
の
本
文
と
は
異
な
り
、
明
代
に
編
ま
れ
た
『
列
仙
全
伝
』
に
よ
る
。
本
文
校
合
に
は
慶
安

三
年
（
一
六
五
〇
）
版
『
絵
像
列
仙
全
伝
』（
同
志
社
大
学
図
書
館
蔵
）
を
使
用
。『
列
仙
伝
』
は
七
十
余
名
（
諸
本
に
よ
り
異
同
あ

り
）
の
仙
人
の
話
を
載
せ
る
が
、「
劉
安
」
の
項
を
立
て
な
い
も
の
も
多
い
。
た
と
え
ば
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
版
『
列
仙
伝
』
は

仙
人
七
十
名
で
、「
劉
安
」
の
項
は
な
い
。
ち
な
み
に
『
神
仙
伝
』
に
も
「
劉
安
」
の
項
が
あ
り
、
本
文
は
『
列
仙
伝
』
よ
り
も
詳
述
。

『
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玉
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な
お
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
版
『
古
今
事
文
類
聚
』
は
「
鶏
犬
舐
鼎
」
と
し
て
劉
安
の
記
事
を
載
せ
、『
列
仙
伝
』
の
記
事
に
近
い
。

（
小
森
一
輝
）

冬
月
冴

２８２
浦
遠
き
水
よ
り
出
て
水
よ
り
も
さ
む
き
氷
を
し
け
る
月
か
な

荀
子
。
氷
ハ

生
シ
テ
二

於
水
ヨ
リ
一

而
寒
シ二

於
水
ヨ
リ
一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
五
一
四
番
。
荀
子
、
巻
第
一
、
勧
学
編
第
一
、
一
五
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
荀
子
』「
氷
生
於
水
│
氷
水
為
之
」。

﹇
訳
﹈

冬
の
月
が
冴
え
る

海
辺
か
ら
遠
い
水
平
線
か
ら
出
て
き
て
、
水
よ
り
も
寒
々
と
し
た
氷
を
敷
き
つ
め
た
（
か
の
よ
う
に
水
面
を
照
ら
す
）
月
だ
な
あ
。

荀
子
。
氷
は
水
か
ら
生
ま
れ
て
水
よ
り
も
冷
た
い
。

﹇
考
察
﹈『
荀
子
』
は
「
出
藍
の
誉
れ
」（
３０３
番
歌
、
参
照
）
の
本
文
に
続
く
一
節
。

﹇
参
考
﹈「
月
照
二

平
沙
一

夏
夜
霜
」（
白
楽
天
。
和
漢
朗
詠
集
、
夏
夜
、
一
五
〇
番
）
で
は
、
月
に
照
ら
さ
れ
た
砂
原
の
輝
き
を
霜
に
例
え

る
。

（
松
本
匡
由
）

冬
月

２８３
す
さ
ま
し
き
た
め
し
と
い
へ
と
す
む
月
の
あ
は
れ
は
冬
の
空
に
そ
有
け
る

総
角
巻
云
、
世
の
人
の
す
さ
ま
し
き
こ
と
に
い
ふ
な
る
、
し
は
す
の
月
夜
の
、
く
も
り
な
く
さ
し
出
た
る
。
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篁
記
云
、
し
は
す
の
望
の
頃
、
月
い
と
あ
か
き
に
物
語
し
け
る
を
、
人
み
て
、「
あ
な
、
す
さ
ま
し
。
し
は
す
の
月
夜
に
も
あ
る

か
な
」
と
い
ひ
け
れ
は
云
々
。

枕
双
帋
に
、
す
さ
ま
し
き
物
、
し
は
す
の
月
夜
、
お
う
な
の
け
そ
う
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
六
三
二
番
。
源
氏
物
語
、
総
角
巻
、
三
三
二
頁
。
河
海
抄
、
巻
九
（
槿
の
巻
）、
巻
一
八
（
総
角
の
巻
）。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
た
め
し
と
い
へ
と
│
た
め
し
に
い
へ
と
」。『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。『
河
海
抄
』
巻
九
「
望
の
頃
│
も

ち
こ
ろ
」「
人
み
て
│
人
み
て
こ
れ
そ
」「
月
夜
に
も
│
月
夜
も
」。『
河
海
抄
』
巻
一
八
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

冬
の
月

た
と
え

お
も
し
ろ
か
ら
ぬ
こ
と
の
譬
だ
と
言
う
が
、
澄
ん
だ
月
の
趣
は
冬
の
空
に
あ
っ
た
の
だ
な
あ
。

総
角
の
巻
に
よ
る
と
、
世
間
で
お
も
し
ろ
か
ら
ぬ
譬
に
引
く
と
い
う
、
十
二
月
の
月
が
曇
り
な
く
さ
し
の
ぼ
っ
て
き
た
。

篁
記
に
よ
る
と
、
十
二
月
の
望
月
の
頃
、
月
が
た
い
へ
ん
明
る
い
と
き
に
世
間
話
を
し
て
い
た
の
を
、
人
が
見
て
、「
あ
あ
、
お

も
し
ろ
く
な
い
。
十
二
月
の
月
で
あ
る
な
あ
」
と
言
っ
た
の
で
云
々
。

枕
草
子
に
、
お
も
し
ろ
か
ら
ぬ
こ
と
、
十
二
月
の
月
夜
、
年
を
と
っ
た
女
の
恋
云
々
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
と
同
じ
趣
旨
の
こ
と
は
、『
源
氏
物
語
』
で
光
源
氏
が
「
冬
の
夜
の
澄
め
る
月
に
雪
の
光
り
あ
ひ
た
る
空
」
を
称
賛
し
て
、

た
め
し

「
す
さ
ま
じ
き
例
に
言
ひ
お
き
け
む
人
の
心
浅
さ
よ
。」（
朝
顔
の
巻
、
四
九
〇
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。「
篁
記
」
は
『
河
海
抄
』
巻
九
の

「
す
さ
ま
し
き
た
め
し
に
い
ひ
を
き
け
ん
」
項
（
玉
上
琢
磨
編
『
河
海
抄
』
三
六
七
頁
、
角
川
書
店
、
昭
和
四
三
年
）、「
枕
双
帋
」
は

『
河
海
抄
』
巻
一
八
の
「
よ
の
人
の
す
さ
ま
し
き
こ
と
に
い
ふ
な
る
し
は
す
の
月
夜
の
く
も
り
な
く
さ
し
い
て
た
る
を
」
項
（
同
書
、

五
六
三
頁
）
に
引
か
れ
て
い
る
。
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﹇
参
考
﹈『
篁
物
語
』（
別
名
「
小
野
篁
集
」「
篁
日
記
」「
小
野
篁
記
」）
は
平
安
後
期
頃
に
成
立
し
た
作
者
未
詳
の
物
語
。
文
人
政
治
家
と

し
て
著
名
な
小
野
篁
に
名
を
借
り
た
人
物
を
主
人
公
と
す
る
実
録
風
の
短
篇
物
語
で
、
二
話
よ
り
な
る
。
引
用
箇
所
は
彰
考
館
本
で
は

一
八
行
目
に
あ
る
。
ま
た
、
現
存
す
る
『
枕
草
子
』
に
は
「
師
走
の
月
」「
媼
の
懸
想
」
の
一
節
は
な
い
。

（
松
本
匡
由
）

水
鳥

２８４
氷
る
夜
は
く
か
に
ま
と
ふ
も
水
鳥
の
し
た
や
す
か
ら
ぬ
音
を
や
鳴
ら
ん

玉
か
つ
ら
の
巻
。
只
、
水
鳥
の
く
か
に
ま
と
へ
る
心
地
し
て
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
六
五
二
番
。
源
氏
物
語
、
玉
鬘
巻
、
一
〇
二
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
ま
と
ふ
も
│
ま
よ
ふ
も
」。『
湖
月
抄
』『
承
応
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

水
鳥

（
水
面
が
）
凍
る
夜
は
陸
に
上
が
っ
て
さ
ま
よ
う
水
鳥
も
、
水
面
下
で
足
を
絶
え
間
な
く
動
か
し
て
、
せ
つ
な
く
鳴
く
よ
う
に
、
陸
で

も
鳴
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

玉
鬘
の
巻
。
た
だ
水
鳥
が
陸
に
上
が
っ
て
さ
ま
よ
う
よ
う
な
心
地
が
し
て
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
肥
後
の
豪
族
で
あ
る
大
夫
監
の
強
引
な
求
婚
か
ら
逃
れ
る
た
め
、
よ
う
や
く
上
京
し
た
玉
鬘
一
行
が
、
頼
る
あ

て
も
な
く
途
方
に
暮
れ
て
い
る
様
子
を
水
鳥
に
例
え
た
一
節
。

﹇
参
考
﹈「
水
鳥
の
下
安
か
ら
ぬ
思
ひ
に
は
あ
た
り
の
水
も
こ
ほ
ら
ざ
り
け
り
」（
拾
遺
集
、
巻
第
四
、
冬
部
、
二
二
七
番
、
よ
み
人
知
ら

ず
）。「
水
鳥
の
下
安
か
ら
ぬ
」
と
は
、
水
鳥
が
水
面
下
で
足
を
せ
わ
し
な
く
動
か
す
の
で
水
が
落
ち
着
か
ず
凍
ら
な
い
こ
と
で
、
人
が
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内
心
も
だ
え
思
慕
す
る
さ
ま
に
重
ね
て
詠
む
こ
と
も
あ
る
。

（
村
上
泰
規
）

冬
歌
中

２８５
あ
ひ
お
も
ふ
と
も
ね
し
て
た
に
あ
ら
し
吹
梢
の
を
し
の
わ
ひ
つ
ゝ
や
鳴

捜
神
記
曰
、
宋
ノ

時
、
大
│

夫
韓
│

憑
娶
テレ

妻
ヲ

而
美
也

。
康
―

王
奪
レ

之
ヲ

云
云
。
宿
昔
ノ

之
間
、
便
チ

有
二

大
梓
木
一

、
生
二

於
二
塚
之

端
一

。
旬
│

日
大
盈
レ

抱
ニ

屈
―

体
以
相
就
、
根
交
二

於
下
一

、
枝
錯
二

於
上
一

。
又
有
二

鴛
―

鴦
雌
│

雄
各
一
一

、
恒
ニ

栖
二

樹
―

上
ニ一

晨
―

夜
不
レ

去
。

交
テレ

頸
ヲ

悲
―

鳴
ス

。
音
―

声
感
レ

人
ヲ

。
宋
―

人
哀
レ

之
ヲ

遂
ニ

号
シ
テ
二

其
ノ

木
ヲ一

、
曰
二

相
―

思
ノ

樹
一ト

。
相
―

思
ノ

之
名
起
二

於
是
一

云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
四
一
七
番
。
捜
神
記
、
巻
一
一
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
冬
歌
中
│
冬
十
五
首
」。『
捜
神
記
』「
大
梓
木
│
梓
木
」「
旬
日
大
│
旬
日
而
大
」「
於
是
│
於
此
」。

﹇
訳
﹈

冬
の
歌
の
中

互
い
に
思
い
あ
っ
て
も
、
共
寝
す
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
嵐
が
吹
く
梢
に
い
る
鴛
鴦
は
、
辛
く
思
っ
て
鳴
く
の
だ
ろ
う
か
。

捜
神
記
に
よ
る
と
、
宋
の
時
代
の
役
人
長
官
で
あ
っ
た
韓
憑
は
妻
を
迎
え
た
。
美
人
だ
っ
た
の
で
、
康
王
が
奪
い
取
っ
て
し
ま
っ

た
云
々
。
幾
晩
も
経
た
ぬ
間
に
大
き
な
梓
の
木
が
、
両
方
の
塚
か
ら
生
え
て
き
た
。
十
日
も
経
つ
と
一
抱
え
に
余
る
ほ
ど
に
な

り
、
幹
を
曲
げ
て
近
づ
き
あ
い
、
下
の
方
で
は
根
が
、
上
の
方
で
は
枝
が
交
わ
っ
た
。
ま
た
鴛
鴦
が
雌
雄
一
羽
ず
つ
現
れ
、
い
つ

も
そ
の
木
を
ね
ぐ
ら
に
し
て
、
朝
か
ら
晩
ま
で
離
れ
な
か
っ
た
。
首
を
さ
し
交
え
な
が
ら
悲
し
げ
に
鳴
き
、
そ
の
声
は
人
々
を
感

動
さ
せ
た
。
宋
の
人
々
は
哀
れ
ん
で
、
そ
の
木
に
「
相
思
樹
」
と
い
う
名
を
付
け
た
。「
相
思
」
と
い
う
名
称
は
こ
こ
か
ら
始
ま

っ
た
云
々
。
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あ
ひ

と
も
ね

﹇
考
察
﹈
当
歌
の
第
一
・
二
句
に
「
相
思
ふ
と
も
」
と
「
共
寝
」
を
、
第
三
句
の
「
嵐
」
に
「
あ
ら
じ
」
を
掛
け
る
。
嵐
で
激
し
く
揺
れ

る
枝
に
い
る
鴛
鴦
は
、
一
睡
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
詠
む
。『
捜
神
記
』
の
引
用
で
「
康
―

王
奪
レ

之
ヲ

云
云
」
の
あ
と
大
幅
な
省
略
が
あ

り
、
韓
憑
は
自
殺
し
、
妻
も
後
追
い
自
殺
し
た
た
め
、
康
王
は
埋
葬
し
て
、
二
人
の
塚
が
向
き
合
う
よ
う
に
さ
せ
た
と
い
う
内
容
で
あ

る
。

﹇
参
考
﹈
和
刻
本
『
捜
神
記
』（
古
典
研
究
会
『
和
刻
本
漢
籍
随
筆
集

第
十
三
集
』
汲
古
書
院
、
一
九
七
四
年
）
と
は
異
同
が
多
い
た

め
、
本
文
異
同
に
は
『
四
庫
全
書
』
所
収
の
『
法
苑
珠
林
』
を
使
用
。
他
に
も
『
藝
文
類
聚
』『
法
苑
珠
林
』『
獨
異
志
』『
北
戸
録
』

『
太
平
廣
記
』『
太
平
御
覧
』『
太
平
寰
宇
記
』
に
引
か
れ
て
い
る
。

（
村
上
泰
規
）

嶋
千
鳥

２８６
玉
手
箱
水
の
江
白
く
浦
し
ま
の
こ
の
よ
あ
け
ぬ
と
千
鳥
し
は
な
く

シ
マ

河
海
抄
引
テ二

丹
後
国
風
土
記
ヲ一

曰
、
長
谷
朝
倉
宮
天
皇
ノ

御
世
、
浦
―

奥
ノ

子
独
リ

乗
二

小
船
一

為
レ

釣
ヲ

得
二

五
色
ノ

亀
ヲ一

。
忽
ニ

為
二

婦
人
一

。
其
ノ

容
美
―

チ
キ

麗
。
女
娘
教
テ

令
レ

眠
レ

目
ヲ

即
至
二

海
―

中
博
│

大
之
嶋
ニ一

云
云
。
奥
子
忘
テ二

前
│

日
ノ

期
ヲ一

忽
ニ

開
二

玉
ノ

匣
ヲ一

。
未
レ

見
之
間
芳
―

蘭
ノ

之
体
率
ツ
テ
二

于
風
―

雲
ニ一

翩
―

去
云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
六
四
五
番
。
河
海
抄
、
巻
一
五
、
夕
霧
巻
、
五
一
六
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
河
海
抄
』「
長
谷
朝
倉
宮
│
長
谷
朝
倉
宮
御
宇
」「
浦
奥
子
独
│
嶼
子
独
」「
奥
子
忘
│
嶼
子
忘
」

「
未
見
之
間
│
未
瞻
之
間
」「
翩
去
│
翩
翻
蒼
天
」。

﹇
訳
﹈

島
の
千
鳥
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浦
島
の
子
が
玉
手
箱
を
開
け
た
水
の
江
は
白
み
、
夜
が
明
け
た
と
千
鳥
が
し
き
り
に
鳴
い
て
い
る
。

河
海
抄
が
引
く
丹
後
国
風
土
記
に
よ
る
と
、
長
谷
の
朝
倉
の
宮
で
天
下
を
治
め
た
天
皇
（
雄
略
天
皇
）
の
御
世
に
、
浦
島
の
子
が

独
り
で
小
舟
に
乗
り
、
釣
り
を
し
て
五
色
の
亀
を
得
た
。（
そ
の
亀
は
）
た
ち
ま
ち
婦
人
に
な
っ
た
。
そ
の
容
姿
は
美
し
か
っ
た
。

乙
女
は
（
浦
島
の
子
を
）
眠
ら
せ
て
、
一
瞬
の
う
ち
に
海
上
の
大
き
な
島
に
到
着
し
た
云
々
。
浦
島
の
子
は
以
前
の
約
束
を
忘
れ

て
、
す
ぐ
に
美
し
い
化
粧
箱
を
開
け
た
。
突
如
か
ぐ
わ
し
い
香
の
匂
い
が
風
雲
と
共
に
翻
り
去
っ
て
し
ま
っ
た
云
々
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
の
第
二
句
「
水
の
江
」
は
浦
島
伝
説
が
伝
わ
る
地
名
、
第
四
句
「
あ
け
」
に
浦
島
が
玉
手
箱
を
「
開
け
」
た
こ
と
と
夜
が

「
明
け
」
た
こ
と
を
掛
け
る
。

（
島
田
薫
）

湖
千
鳥

柏
２８７
さ
ゝ
波
に
な
く
や
千
と
り
の
山
の
井
の
あ
か
て
わ
か
れ
し
友
し
た
ふ
ら
ん

古
今
集
、
八
、
離
別
部
云
、
し
か
の
山
こ
え
に
て
、
い
し
井
の
も
と
に
て
物
い
ひ
け
る
人
の
、
わ
か
れ
け
る
折
に
よ
め
る
。
貫
之

む
す
ふ
手
の
雫
に
に
こ
る
山
の
井
の
あ
か
て
も
人
に
わ
か
れ
ぬ
る
か
な

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
一
三
九
番
。
古
今
和
歌
集
、
巻
八
、
離
別
歌
、
四
〇
四
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
古
今
和
歌
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

湖
の
千
鳥

さ
ざ
波
の
も
と
で
鳴
い
て
い
る
千
鳥
は
、
山
の
井
は
（
底
が
浅
く
濁
り
や
す
く
）
飲
み
足
り
な
い
よ
う
に
、
も
の
足
り
な
い
思
い
で

別
れ
た
友
を
懐
か
し
く
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

古
今
和
歌
集
、
巻
八
、
離
別
部
に
よ
る
と
、
志
賀
の
山
越
え
の
時
に
、
石
で
囲
ん
だ
清
水
の
ほ
と
り
で
言
葉
を
交
わ
し
た
人
と
別
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れ
る
際
に
詠
ん
だ
歌
。
貫
之

掬
い
上
げ
た
手
か
ら
こ
ぼ
れ
る
雫
で
濁
る
（
ほ
ど
浅
く
水
の
少
な
い
）
山
の
井
が
充
分
に
飲
め
な
い
よ
う
に
、
私
は
満
足
で
き
な

い
思
い
で
あ
な
た
と
別
れ
た
こ
と
だ
な
あ
。

﹇
考
察
﹈
貫
之
の
歌
の
上
の
句
は
「
あ
か
」
を
導
く
序
詞
。「
あ
か
」
に
「
閼
伽
」（
仏
に
供
え
る
水
）
と
「
飽
か
」
を
掛
け
る
。

あ
さ
か

﹇
参
考
﹈「
山
の
井
」（
山
中
の
清
水
）
は
底
が
浅
い
と
い
う
考
え
は
、『
古
今
和
歌
集
』
の
仮
名
序
に
も
引
か
れ
た
和
歌
「
安
積
山
影
さ
へ

見
ゆ
る
山
の
井
の
浅
く
は
人
を
思
ふ
も
の
か
は
」（
万
葉
集
、
巻
一
六
、
三
八
〇
七
番
）
に
よ
る
。

（
島
田
薫
）

冬
歌
中

２８８
あ
ら
は
る
ゝ
名
に
や
高
砂
住
の
江
の
松
も
あ
ひ
生
の
雪
の
う
ち
か
な

古
今
序
。
高
砂
・
住
の
江
の
松
も
、
あ
ひ
生
の
や
う
に
お
ほ
え
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
二
二
四
番
。
古
今
和
歌
集
、
仮
名
序
、
二
三
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
冬
歌
中
│
冬
十
首
」。『
古
今
和
歌
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

冬
の
歌
の
中

慣
れ
親
し
ん
だ
名
高
い
高
砂
・
住
江
の
松
も
、
長
年
な
じ
ん
だ
雪
の
中
に
姿
を
現
わ
す
な
あ
。

古
今
和
歌
集
仮
名
序
。
高
砂
・
住
江
の
松
ま
で
が
長
年
の
馴
染
み
と
し
て
親
し
ま
れ
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
は
和
歌
の
歴
史
を
述
べ
た
部
分
の
一
節
で
、
北
村
季
吟
『
八
代
集
抄
』
に
は
「
高
砂
・
住
の
江
は
播
州

・
摂
州
両
国
の
松
の
名
所
を
よ
ひ
出
て
両
所
の
松
を
相
生
の
や
う
に
お
ほ
ゆ
る
と
也
」
と
注
す
。
当
歌
は
そ
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
高
砂
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・
住
の
江
の
松
も
雪
の
中
で
紛
れ
ず
姿
を
現
わ
す
こ
と
を
詠
む
。
第
二
句
の
「
名
に
や
高
砂
」
に
「
名
に
高
」（
名
高
い
）
と
「
高
砂
」

を
掛
け
る
。
ま
た
第
四
句
の
「
相
生
」
は
、「
高
砂
・
住
江
の
松
」
と
「
雪
」
と
を
修
飾
す
る
。

﹇
参
考
﹈『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
の
当
該
箇
所
は
、
６０６
番
歌
に
も
引
用
さ
れ
る
。
冬
の
松
に
つ
い
て
は
３０３
・
３０４
番
歌
、
参
照
。（

金
子
将
大
）

薪

２８９
民
の
戸
の
け
ふ
り
に
き
は
ふ
九
重
に
た
の
し
き
を
つ
む
春
や
待
ら
ん

日
本
紀
、
廿
九
巻
。
天
武
天
皇
御
宇
四
年
、
百
―

寮
諸
―

人
初
│

位
以
―

上
進
レ

薪
云
云
。

雑
令
曰
、
凡
進
レ

薪
之
日
、
弁
―

官
及
式
部
、
兵
部
、
宮
内
省
、
共
ニ

検
校
シ
テ

貯
二

納
主
殿
寮
ニ一

。

ミ
カ
マ
キ

延
喜
式
三
十
六
曰
、
年
中
所
レ

用
御
薪
湯
殿
ノ

料
一
百
八
十
荷
、
御
匣
殿
御
洗
料
七
十
二
荷
、
御
沐
料
一
百
八
十
荷
、
御
脚
水
料
二

百
四
十
荷
、
御
炊
料
七
百
八
荷
、
儲
料
二
百
荷
云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
九
三
三
番
。
日
本
書
紀
、
巻
第
二
九
、
天
武
天
皇
下
、
三
五
九
頁
。
令
義
解
、
巻
一
〇
、
雑
令
、
進
薪
条
。
延
喜

式
、
巻
三
六
、
主
殿
寮
、
年
中
薪
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
に
き
は
ふ
│
に
き
ほ
ふ
」。『
日
本
書
紀
』『
令
義
解
』『
延
喜
式
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

薪

民
の
戸
か
ら
は
炊
事
の
煙
が
豊
か
に
出
て
い
て
、
豊
か
な
宮
中
で
は
薪
を
積
み
、
楽
し
み
を
積
み
重
ね
る
春
を
待
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。

日
本
書
紀
、
二
十
九
巻
。
天
武
天
皇
の
御
宇
四
年
、
初
位
以
上
の
百
官
の
人
々
は
薪
を
奉
納
す
る
云
々
。
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雑
令
に
よ
る
と
、
薪
を
奉
納
す
る
日
は
、
弁
官
及
び
式
部
、
兵
部
、
宮
内
省
、
共
に
監
督
し
て
、
主
殿
寮
に
貯
納
す
る
。

延
喜
式
三
十
六
巻
に
よ
る
と
、
年
間
で
用
い
る
御
薪
は
、
湯
殿
の
た
め
に
百
八
十
荷
、
御
匣
殿
の
洗
髪
の
た
め
に
七
十
二
荷
、
沐

浴
の
た
め
に
百
八
十
荷
、
脚
洗
い
の
水
の
た
め
に
二
百
四
十
荷
、
炊
事
の
た
め
に
七
百
八
荷
、
蓄
え
の
た
め
に
二
百
荷
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
日
本
書
紀
』
は
、
宮
廷
所
用
の
薪
を
百
官
が
奉
る
行
事
を
記
し
た
箇
所
。「
雑
令
」
は
薪
を
献
納
す
る
日
の
規
定
、『
延
喜
式
』

は
年
間
に
用
い
る
薪
の
量
を
記
し
た
箇
所
。
当
歌
の
第
二
句
「
に
ぎ
は
ふ
」
は
「
け
ふ
り
」
と
「
九
重
」
を
修
飾
し
、
第
四
句
「
た
の

し
き
」
の
「
き
」
に
「
木
」
を
掛
け
る
。
ま
た
、「
高
き
屋
に
の
ぼ
り
て
見
れ
ば
煙
立
つ
民
の
か
ま
ど
は
に
ぎ
は
ひ
に
け
り
」（
新
古
今

和
歌
集
、
巻
七
、
賀
、
七
〇
七
番
、
仁
徳
天
皇
）
も
踏
ま
え
る
。

﹇
参
考
﹈
本
文
異
同
に
は
、
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
版
『
日
本
書
紀
』、
寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
〇
）
版
『
令
義
解
』、
享
保
八
年
（
一

七
二
三
）
版
『
延
喜
式
』
を
使
用
。
貞
治
五
年
（
一
三
六
六
）
の
『
年
中
行
事
歌
合
』
に
、「
百
敷
の
も
も
の
つ
か
さ
の
御
か
ま
木
に

み
か
ま
ぎ

民
の
け
ぶ
り
も
に
ぎ
は
ひ
に
け
り
」（
八
番
、
左
、
御
薪
、
家
尹
朝
臣
）
と
あ
り
、
そ
の
判
詞
に
「
御
薪
と
申
す
は
百
官
悉
薪
を
奉
る

な
り
、
た
と
へ
ば
こ
れ
も
民
の
肩
を
や
す
め
ん
が
為
に
や
、
宮
内
省
に
被
納
け
る
な
り
、
其
数
は
延
喜
の
宮
内
式
な
ど
に
み
え
侍
り
」

と
あ
る
。

（
金
子
将
大
）

冬
歌
中

２９０
深
き
よ
の
月
に
た
か
行
道
な
ら
し
笛
の
ね
す
め
る
木
枯
の
声

帚
木
巻
云
、
神
無
月
の
頃
ほ
ひ
、
月
面
白
か
り
し
夜
、
内
よ
り
ま
か
て
侍
る
に
、
あ
る
う
へ
人
き
あ
ひ
て
、
此
車
に
あ
ひ
の
り
て

侍
れ
は
、
大
納
言
の
家
に
ま
か
り
と
ま
ら
ん
と
す
る
に
、
此
人
の
い
ふ
や
う
、「
こ
よ
ひ
、
人
待
ら
ん
や
と
な
ん
、
あ
や
し
く
心
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く
る
し
き
」
と
て
、
此
女
の
家
、
は
た
よ
き
ぬ
道
な
り
け
れ
は
、
あ
れ
た
る
く
つ
れ
よ
り
池
の
水
影
見
え
て
、
月
た
に
宿
る
す
み

か
を
過
ん
も
さ
す
か
に
て
、
お
り
侍
り
ぬ
か
し
。
本
よ
り
、
さ
る
心
を
か
は
せ
る
に
や
有
け
ん
、
此
男
い
た
く
す
ゝ
ろ
き
て
、
門

ち
か
き
廊
の
、
す
の
こ
た
つ
物
に
尻
う
ち
か
け
て
、
と
は
か
り
月
を
み
る
。
菊
い
と
面
白
く
う
つ
ろ
ひ
わ
た
り
て
、
風
に
き
ほ
へ

る
紅
葉
の
み
た
れ
な
と
、
哀
と
け
に
見
え
た
り
。
ふ
と
こ
ろ
よ
り
笛
と
り
出
て
吹
な
ら
し
、「
か
け
も
よ
し
」
な
と
、
つ
ゝ
し
り

う
た
ふ
程
に
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
二
二
一
番
。
源
氏
物
語
、
帚
木
巻
、
七
八
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
冬
歌
中
│
冬
十
首
」。『
承
応
』『
湖
月
抄
』「
尻
う
ち
か
け
て
│
し
り
か
け
て
」「
ふ
と
こ
ろ
よ
り
│
ふ
と
こ

ろ
な
り
け
る
」。

﹇
訳
﹈

冬
の
歌
の
中

夜
ふ
け
の
月
の
も
と
、
誰
か
が
道
を
通
っ
て
行
く
ら
し
い
。
笛
の
音
が
澄
ん
で
、
木
枯
ら
し
の
音
と
（
合
わ
さ
っ
て
響
い
て
い
る
）。

帚
木
の
巻
に
よ
る
と
、
十
月
の
頃
、
月
が
美
し
か
っ
た
夜
、
宮
中
か
ら
退
出
し
ま
す
と
、
あ
る
殿
上
人
と
一
緒
に
な
っ
て
、
私

（
左
馬
頭
）
の
車
に
相
乗
り
し
ま
し
た
の
で
、（
私
が
）
大
納
言
の
家
に
行
っ
て
泊
ま
ろ
う
す
る
と
、
こ
の
人
が
言
う
に
は
、「
今

夜
、
私
を
待
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
女
の
家
が
、
妙
に
気
が
か
り
で
」
と
言
う
の
で
、
こ
の
女
の
家
が
、
通
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
道
で
あ

っ
た
の
で
、
荒
れ
た
築
地
の
崩
れ
か
ら
月
影
を
映
し
た
池
の
水
が
見
え
て
、
月
で
さ
え
宿
る
住
み
か
を
、
さ
す
が
に
素
通
り
も
で

き
ず
、
車
を
降
り
て
し
ま
い
ま
し
た
。
以
前
か
ら
情
を
交
わ
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
男
（
殿
上
人
）
は
ひ
ど
く
そ
わ
そ

わ
し
て
、
中
門
に
近
い
渡
り
廊
下
の
濡
れ
縁
め
い
た
と
こ
ろ
に
腰
を
か
け
、
し
ば
ら
く
月
を
眺
め
て
い
る
。
白
菊
が
（
霜
に
あ
た

り
）
と
て
も
美
し
く
一
面
に
薄
紫
に
色
変
わ
り
し
て
、
風
に
競
っ
て
散
り
乱
れ
る
紅
葉
な
ど
、
い
か
に
も
し
み
じ
み
と
思
わ
れ
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た
。
男
は
懐
か
ら
笛
を
取
り
出
し
て
吹
き
鳴
ら
し
、「
陰
も
よ
し
」
な
ど
と
少
し
ず
つ
謡
う
と
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
雨
夜
の
品
定
め
で
、
左
馬
頭
が
話
す
木
枯
ら
し
の
女
と
の
体
験
談
。
当
歌
の
結
句
「
木
枯
ら
し
」
は
、
そ
の
女

性
が
殿
上
人
に
返
歌
し
た
「
木
枯
ら
し
に
吹
き
あ
は
す
め
る
笛
の
音
を
ひ
き
と
ど
む
べ
き
こ
と
の
葉
ぞ
な
き
」
を
踏
ま
え
る
。

﹇
参
考
﹈
引
用
文
の
末
尾
に
あ
る
「
か
け
も
よ
し
」
は
催
馬
楽
「
飛
鳥
井
」
の
一
節
で
、「
宿
り
は
す
べ
し
」（
泊
ま
ろ
う
）
の
意
味
を
持

た
せ
て
い
る
。「
飛
鳥
井
に

宿
り
は
す
べ
し

や

お
け

陰
も
よ
し

み
も
ひ
も
寒
し

み
ま
く
さ
も
よ
し
」。

（
北
井
達
也
）

霰

２９１
ふ
り
み
た
れ
打
音
は
け
し
な
よ
竹
の
折
へ
く
も
あ
ら
ぬ
霰
な
か
ら
に

帚
木
巻
。
な
よ
竹
の
心
地
し
て
、
さ
す
か
に
折
へ
く
も
あ
ら
す
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
六
六
九
番
。
源
氏
物
語
、
帚
木
巻
、
一
〇
二
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

霰

（
霰
が
）
盛
ん
に
降
り
打
つ
音
は
激
し
い
な
あ
。
な
よ
竹
は
折
れ
そ
う
に
も
な
い
霰
で
あ
る
け
れ
ど
も
。

帚
木
の
巻
。（
空
蝉
の
人
柄
は
も
の
柔
ら
か
で
あ
る
の
に
、
無
理
に
気
強
く
し
て
い
た
の
で
）
細
く
し
な
や
か
な
竹
の
よ
う
に
感

じ
て
、
さ
す
が
に
折
る
こ
と
は
で
き
そ
う
に
も
な
い
。

﹇
考
察
﹈
帚
木
の
巻
で
、
光
源
氏
は
空
蝉
の
寝
床
に
忍
び
入
り
言
い
寄
る
が
、
空
蝉
は
身
分
の
違
い
か
ら
本
来
柔
ら
か
な
性
格
で
は
あ
る

が
無
理
に
拒
む
。
そ
の
空
蝉
の
様
子
を
「
な
よ
竹
」（
細
く
し
な
や
か
な
竹
）
と
表
わ
す
。
竹
を
「
折
る
」
と
は
契
を
結
ぶ
こ
と
。
当

歌
は
霰
に
打
た
れ
て
も
折
れ
な
い
竹
の
様
子
を
詠
む
。

― １５７ ―

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
上
）



（
北
井
達
也
）

里
雪

２９２
よ
る
分
し
山
路
の
雪
の
あ
は
れ
を
も
ふ
か
く
や
た
と
る
宇
治
の
里
人

総
角
巻
云
、
人
�
�
あ
ま
た
声
し
て
、
馬
の
音
聞
ゆ
。
何
人
か
は
、
か
ゝ
る
さ
よ
中
に
雪
を
わ
く
へ
き
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
四
一
一
番
。
源
氏
物
語
、
総
角
巻
、
三
三
五
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
承
応
』『
湖
月
抄
』「
あ
ま
た
声
し
て
│
こ
え
あ
ま
た
し
て
」。

﹇
訳
﹈

里
の
雪

夜
に
山
道
の
雪
を
か
き
分
け
て
来
た
（
匂
宮
の
）
愛
情
を
、
奥
深
く
ま
で
探
り
求
め
る
で
あ
ろ
う
か
、
宇
治
の
里
人
は
。

総
角
の
巻
に
よ
る
と
、
多
く
の
人
の
声
が
し
て
、
馬
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
。
誰
が
こ
の
よ
う
な
夜
中
に
、
雪
を
か
き
分
け
て
来

る
の
だ
ろ
う
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
匂
宮
が
中
の
君
へ
の
愛
情
か
ら
、
夜
中
に
雪
を
か
き
分
け
て
宇
治
を
訪
れ
た
場
面
を
踏
ま
え
る
。
３０５
番
歌
に
も
引
用
。

「
深
く
」
は
「
雪
」
の
縁
語
。

（
北
井
達
也
）

雪
中
待
人

２９３
み
せ
は
や
な
独
こ
ほ
る
ゝ
し
た
折
に
打
は
ら
ふ
袖
を
松
の
し
ら
雪

末
つ
む
花
の
巻
に
、
橘
の
木
の
う
つ
も
れ
た
る
、
御
随
身
め
し
て
は
ら
は
せ
た
ま
ふ
。
う
ら
や
み
か
ほ
に
、
松
の
木
の
を
の
れ
お

き
か
へ
り
て
、
さ
と
こ
ほ
る
ゝ
雪
も
、「
名
に
た
つ
末
の
」
と
見
ゆ
る
な
と
を
云
々
。
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﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
六
九
一
番
。
源
氏
物
語
、
末
摘
花
、
二
九
六
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

雪
の
中
、
人
を
待
つ

見
せ
た
い
も
の
だ
な
。
松
の
木
は
ひ
と
り
で
（
起
き
返
り
、
枝
に
降
り
積
も
っ
た
）
白
雪
が
こ
ぼ
れ
落
ち
て
枝
が
折
れ
、（
雪
の
降
り

積
も
っ
た
）
袖
を
（
あ
な
た
を
待
つ
間
に
）
打
ち
払
う
の
を
。

末
摘
花
の
巻
に
、
橘
の
木
が
雪
で
埋
も
れ
て
い
た
の
を
、（
光
源
氏
が
）
ご
自
身
の
随
身
を
お
呼
び
に
な
り
払
わ
せ
な
さ
る
。
松

の
木
が
う
ら
や
ま
し
そ
う
な
表
情
で
、
ひ
と
り
で
起
き
返
っ
て
、
積
も
っ
た
雪
が
さ
っ
と
こ
ぼ
れ
た
の
で
、「
名
に
た
つ
末
の
」

の
句
を
思
い
出
す
な
ど
を
云
々
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
の
第
三
句
「
下
折
れ
」
は
雪
の
重
み
な
ど
で
枝
が
垂
れ
た
り
折
れ
た
り
す
る
こ
と
。
結
句
の
「
松
」
に
「
待
つ
」
を
掛
け

る
。
下
の
句
は
、「
駒
と
め
て
袖
う
ち
は
ら
ふ
陰
も
な
し
佐
野
の
わ
た
り
の
雪
の
夕
暮
」（
新
古
今
和
歌
集
、
巻
六
、
冬
、
六
七
一
番
、

藤
原
定
家
）
を
踏
ま
え
る
。

つ
き
な
み

﹇
参
考
﹈『
雪
玉
集
』
は
歌
題
の
後
に
「
永
正
元
十
二
御
月
次
」
と
あ
り
、
永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
十
二
月
の
月
次
会
で
の
詠
作
。

（
小
森
一
輝
）

雪

柏
２９４
蓬
生
に
雪
を
隔
ん
か
け
も
な
き
朝
日
夕
日
を
何
お
も
ひ
け
ん

蓬
生
巻
云
、
霜
月
斗
に
な
り
ぬ
れ
は
、
雪
あ
ら
れ
か
ち
に
て
、
外
に
は
き
ゆ
る
ま
も
有
を
、
朝
日
夕
日
を
ふ
せ
く
蓬
む
く
ら
の
陰

に
、
ふ
か
う
つ
も
り
て
、
こ
し
の
白
山
お
も
ひ
や
ら
る
ゝ
雪
の
う
ち
に
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
二
〇
二
番
。
源
氏
物
語
、
蓬
生
巻
、
三
四
三
頁
。

― １５９ ―
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﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
雪
を
│
雪
や
」「
か
け
も
な
き
│
か
げ
も
な
し
」。『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

雪

蓬
が
生
い
茂
る
所
に
は
、
雪
を
さ
え
ぎ
る
草
陰
も
な
い
な
あ
。（
蓬
は
）
朝
日
や
夕
日
を
（
さ
え
ぎ
り
草
陰
に
雪
が
積
も
る
と
）
な
ぜ

思
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

蓬
生
の
巻
に
よ
る
と
、
十
一
月
頃
に
も
な
る
と
、
雪
や
あ
ら
れ
が
し
き
り
に
降
り
、
よ
そ
で
は
溶
け
て
消
え
る
こ
と
も
あ
る
が
、

（
末
摘
花
邸
で
は
）
朝
日
や
夕
日
を
遮
る
蓬
や
葎
の
陰
に
深
く
積
も
り
、「
越
の
白
山
」
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
雪
の
中
で
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
で
は
、
蓬
は
朝
日
も
夕
日
も
さ
え
ぎ
る
が
、
雪
は
さ
え
ぎ
ら
ず
草
陰
に
降
り
積
も
る
、
と
描
く
。
そ
れ
に
対
し
て

当
歌
は
、
冬
の
蓬
に
は
朝
日
や
夕
日
ば
か
り
か
雪
を
さ
え
ぎ
る
ほ
ど
の
草
陰
も
な
い
と
詠
む
。『
源
氏
物
語
』
本
文
の
末
尾
に
あ
る

「
越
の
白
山
」
は
「
君
が
ゆ
く
越
の
白
山
知
ら
ね
ど
も
雪
の
ま
に
ま
に
跡
は
た
づ
ね
む
」（
古
今
和
歌
集
、
巻
第
八
、
離
別
歌
、
三
九
一

番
、
藤
原
兼
輔
）
の
よ
う
に
、
雪
深
い
山
を
連
想
さ
せ
る
歌
枕
。

﹇
参
考
﹈「
あ
さ
ぢ
ふ
に
雪
や
へ
だ
て
ん
年
も
な
し
朝
日
夕
日
を
な
に
お
も
ひ
け
ん
」（
柏
玉
集
、
二
一
六
一
番
、
雪
）

（
小
森
一
輝
）

２９５
名
に
た
か
き
雪
の
山
な
る
薬
も
か
ふ
り
ぬ
る
年
は
さ
ら
に
か
へ
さ
む

涅
槃
経
二
十
五
云
、
雪
―

山
ニ

有
レ

草
、
名
ケ
テ

曰
二

忍
―

辱
ト一

。
牛
若
シ

食
フ―

者
即
チ

得
二

醍
醐
ヲ一

云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
一
一
一
番
。
涅
槃
玄
義
発
源
機
要
、
巻
第
一
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
涅
槃
玄
義
発
源
機
要
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
雪
）

噂
に
名
高
い
雪
の
山
に
あ
る
（
若
返
り
の
）
薬
が
あ
れ
ば
な
あ
。
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
年
月
は
改
め
て
取
り
返
そ
う
。
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に
ん
に
く

涅
槃
経
の
二
十
五
に
よ
る
と
、
雪
山
に
草
が
あ
り
、
そ
れ
を
名
付
け
て
忍
辱
と
い
う
。
牛
が
も
し
（
こ
れ
を
）
食
べ
れ
ば
、
た
ち

ま
ち
醍
醐
を
得
る
云
々
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
の
第
二
句
「
雪
の
山
」
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
異
称
。『
涅
槃
経
』
の
「
醍
醐
」
と
は
五
味
の
一
つ
で
、
牛
乳
を
精
製
し
た

中
で
最
も
美
味
な
も
の
。
非
常
に
濃
厚
な
甘
味
で
薬
用
な
ど
に
使
用
。
こ
こ
で
は
牛
が
食
せ
ば
醍
醐
の
よ
う
な
乳
が
出
る
と
い
う
意
味

か
。『
涅
槃
玄
義
発
源
機
要
』
は
宋
代
の
智
円
が
著
わ
し
た
『
大
般
涅
槃
経
玄
義
』
の
注
釈
書
。

﹇
参
考
﹈「
恋
ひ
わ
び
て
死
ぬ
る
薬
の
ゆ
か
し
き
に
雪
の
山
に
や
跡
を
消
な
ま
し
」（
源
氏
物
語
、
総
角
の
巻
、
三
三
三
頁
）。（

松
本
匡
由
）

２９６
ふ
る
た
ひ
に
か
き
あ
つ
め
つ
ゝ
此
頃
は
心
を
つ
く
る
雪
の
山
か
な

朝
皃
巻
云
、
わ
ら
は
へ
お
ろ
し
て
、
雪
ま
ろ
は
し
せ
さ
せ
給
ふ
云
々
。

又
云
、
一
と
せ
、
中
宮
の
お
ま
へ
に
雪
の
山
つ
く
ら
れ
た
り
し
、
世
に
ふ
り
た
る
事
な
れ
と
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
六
八
〇
番
。
源
氏
物
語
、
朝
顔
巻
、
四
九
一
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
雪
）

（
雪
が
）
降
る
た
び
に
（
雪
を
）
か
き
集
め
て
は
い
る
が
、（
い
つ
消
え
る
か
と
思
う
と
不
安
で
）
近
頃
は
物
思
い
の
心
を
起
こ
さ
せ
る

雪
の
山
だ
な
あ
。

朝
顔
の
巻
に
よ
る
と
、（
光
源
氏
は
）
女
童
を
（
庭
に
）
下
ろ
し
て
、
雪
ま
ろ
が
し
を
お
さ
せ
に
な
る
云
々
。

ま
た
同
じ
巻
に
よ
る
と
、
先
年
、
藤
壺
中
宮
の
御
庭
で
雪
の
山
を
お
作
り
に
な
っ
た
が
、（
そ
れ
は
）
世
間
で
は
あ
り
ふ
れ
た
こ

と
だ
け
れ
ど
も
云
々
。

― １６１ ―
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﹇
考
察
﹈「
雪
ま
ろ
ば
し
」
は
雪
を
こ
ろ
が
し
て
丸
い
玉
を
作
る
遊
び
。「
雪
の
山
」
を
作
る
さ
ま
は
『
枕
草
子
』
八
三
段
「
職
の
御
曹
司

に
お
は
し
ま
す
こ
ろ
」
に
も
描
か
れ
て
い
る
。

（
松
本
匡
由
）

駅
路
凌
雪

２９７
分
ま
よ
ふ
雪
の
ふ
ゝ
き
の
山
ふ
か
み
水
む
ま
や
な
る
宿
た
に
も
な
し

花
鳥
余
情
云
、
踏
歌
の
人
を
饗
応
す
る
に
付
て
は
、
酒
、
或
は
湯
漬
な
と
を
用
ゆ
る
を
は
水
駅
と
い
ふ
。
簡
略
之
儀
也
。
又
、
飯

駅
と
も
蒭
駅
と
も
い
ふ
は
、
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
て
饗
応
す
る
儀
也
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
〇
一
六
番
。
花
鳥
余
情
、
第
一
三
、
初
子
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
花
鳥
余
情
』（
源
氏
物
語
古
注
釈
叢
刊
２
）「
付
て
は
│
つ
き
て
」「
水
駅
と
い
ふ
│
こ
れ
を
水
駅
と

い
ふ
」「
簡
略
之
儀
也
│
事
そ
き
簡
略
す
る
心
也
」。

﹇
訳
﹈

雪
の
街
道
を
歩
く

吹
雪
の
中
、
雪
を
か
き
分
け
さ
迷
い
歩
く
が
山
奥
な
の
で
、
手
軽
な
宿
さ
え
も
な
い
。

花
鳥
余
情
に
よ
る
と
、
男
踏
歌
の
舞
人
を
も
て
な
す
に
お
い
て
は
、
酒
、
ま
た
は
湯
漬
け
等
を
用
い
る
所
を
水
駅
と
い
う
。
簡
単

な
接
待
で
あ
る
。
ま
た
、
飯
駅
と
も
蒭
駅
と
も
い
う
の
は
、
食
事
を
整
え
て
ご
馳
走
す
る
接
待
で
あ
る
。

﹇
考
察
﹈
歌
題
の
「
駅
路
」
は
宿
駅
と
宿
駅
を
結
ぶ
道
路
、「
凌
雪
」
は
雪
を
冒
し
て
歩
く
こ
と
。「
踏
歌
」
は
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
集
団

歌
舞
。
足
を
踏
み
鳴
ら
し
て
歌
い
舞
う
も
の
で
、
平
安
時
代
に
は
宮
中
の
初
春
の
行
事
と
し
て
盛
行
、
正
月
十
四
日
に
男
踏
歌
、
十
六

日
に
女
踏
歌
が
行
わ
れ
た
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
上
）

― １６２ ―



﹇
参
考
﹈『
花
鳥
余
情
』
は
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
に
七
一
歳
の
一
条
兼
良
が
著
わ
し
た
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
。
応
仁
の
乱
を
避
け

奈
良
に
移
り
住
ん
だ
五
年
間
の
執
筆
。
は
じ
め
に
自
序
が
あ
り
、
四
辻
善
成
の
『
河
海
抄
』
の
足
り
な
い
部
分
を
補
い
、
誤
っ
た
部
分

を
正
す
た
め
に
著
し
た
旨
を
記
す
。

（
松
本
匡
由
）

関
路
雪

柏
２９８
ま
よ
ひ
来
て
す
ゝ
ま
ぬ
駒
よ
峰
の
雲
関
路
の
雪
を
幾
重
と
か
し
るス

ヽ
マ

韓
退
之
。
雲
横
二

泰
嶺
一

家
何
―ク
ニ
カ

在
ル

。
雪
擁
シ
テ
二

藍
関
ヲ一

馬
不
レ

前
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
一
八
三
番
、
二
〇
七
〇
番
。
韓
愈
、
左
遷
至
二

藍
関
一

示
二

姪
孫
湘
一

。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
駒
│
馬
」（
一
一
八
三
番
、
二
〇
七
〇
番
）。『
和
刻

古
今
事
文
類
聚
』（
前
集
巻
之
三
一
、
雑
興
）
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

関
所
の
雪
道

こ
こ
ま
で
さ
迷
い
来
て
、
進
も
う
と
し
な
い
馬
よ
。
山
の
峰
に
雲
が
幾
重
に
も
立
ち
こ
め
、
関
所
に
通
じ
る
道
を
雪
が
幾
重
に
も
埋
め

て
い
る
の
を
知
っ
て
い
る
（
か
ら
進
も
う
と
し
な
い
）
の
だ
ろ
う
か
。

韓
退
之
。
雲
は
泰
嶺
山
脈
に
立
ち
こ
め
て
、
わ
が
家
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
雪
は
藍
田
関
を
埋
め
て
、
わ
が
馬
も
進
も
う

と
し
な
い
。

せ
ん
せ
い

﹇
考
察
﹈
韓
退
之
（
韓
愈
）
は
唐
代
の
文
人
、
政
治
家
。
唐
宋
八
大
家
の
一
人
。「
藍
関
」
は
陝
西
省
藍
田
県
に
あ
っ
た
関
所
。
韓
愈
の
漢

詩
は
原
田
憲
雄
『
韓
愈
』（『
漢
詩
大
系
』
第
一
一
巻
、
集
英
社
、
一
九
六
五
年
）
三
二
七
頁
に
掲
載
。

（
村
上
泰
規
）

― １６３ ―
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積
雪

２９９
人
は
い
さ
幾
重
の
雪
の
ふ
る
道
に
本
来
し
駒
の
心
を
そ
見
ん

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
六
九
八
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

積
雪

人
に
は
さ
あ
（
道
は
わ
か
ら
な
い
が
）、
雪
が
幾
重
に
も
降
り
積
っ
た
旧
道
を
、
以
前
よ
く
こ
こ
を
通
っ
た
馬
に
任
せ
て
み
よ
う
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
の
第
三
句
「
ふ
る
」
は
「
降
る
」
と
「
古
」
の
掛
詞
。
第
四
句
「
も
と
来
し
駒
」
は
、「
夕
さ
れ
ば
道
も
見
え
ね
ど
ふ
る
さ

と
は
も
と
来
し
駒
に
ま
か
せ
て
ぞ
ゆ
く
」（
大
和
物
語
、
五
六
段
「
越
前
の
権
守
兼
盛
、
兵
衛
の
君
と
い
ふ
人
に
す
み
け
る
を
、
年
ご

ろ
は
な
れ
て
、
ま
た
い
き
け
り
。
さ
て
よ
み
け
る
。」）
に
よ
る
。

﹇
参
考
﹈『
雪
玉
集
』
に
は
歌
肩
に
「
永
正
十
三
十
一
御
月
次
」
と
記
さ
れ
、
永
正
十
三
年
（
一
五
一
六
）
十
一
月
の
月
次
歌
。（

村
上
泰
規
）

行
路
雪

碧
３００
か
ち
人
は
思
ひ
た
え
ね
と
降
つ
も
る
雪
こ
そ
駒
の
道
し
る
へ
な
れ

韓
非
子
。
斉
ノ

桓
│

公
伐
二

孤
竹
ヲ一

。
春
―

往
冬
―

還
迷
―

惑
シ
テ

失
スレ

道
ヲ

。
管
仲
曰
、「
老
―

馬
之
智
可
レ

用
」。
乃
放
二

老
―

馬
一

而
随
之
遂
ニ

得
レ

路
ヲ

。

﹇
出
典
﹈
碧
玉
集
、
七
五
一
番
。
韓
非
子
、
説
林
上
巻
二
二
、
三
〇
四
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
和
刻

古
今
事
文
類
聚
』（
後
集
巻
三
八
、
馬
、
老
馬
識
道
）
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

行
路
の
雪

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
上
）

― １６４ ―



歩
い
て
行
く
人
は
（
雪
の
せ
い
で
）
物
思
い
が
絶
え
な
い
け
れ
ど
も
、
降
り
積
も
る
雪
こ
そ
馬
に
と
っ
て
は
道
し
る
べ
な
の
だ
。

韓
非
子
。
斉
の
桓
公
が
孤
竹
の
国
を
伐
っ
た
。
行
き
は
春
だ
が
帰
り
は
冬
で
、
迷
っ
て
道
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
。
す
る
と
管
仲

が
、「
老
馬
の
知
恵
が
役
に
立
つ
の
だ
」
と
言
い
、
そ
こ
で
老
馬
を
放
し
て
そ
の
あ
と
に
従
っ
て
行
く
と
、
や
が
て
道
が
分
か
っ

た
。

﹇
考
察
﹈『
韓
非
子
』
は
、
己
の
愚
か
な
心
を
省
み
て
聖
賢
の
知
恵
を
師
と
す
る
こ
と
を
説
く
箇
所
。

﹇
参
考
﹈『
碧
玉
集
』
に
は
歌
題
の
下
に
「
永
正
元
年
十
一
月
二
十
五
日
禁
中
月
次
御
会
に
」
と
あ
り
、
永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
十
一
月

二
十
五
日
に
禁
中
で
催
さ
れ
た
月
次
御
会
で
の
詠
作
。

（
村
上
泰
規
）

橋
上
雪

３０１
板
は
し
の
霜
に
た
に
こ
そ
ま
れ
の
跡
を
い
か
に
待
み
ん
雪
の
山
本

鶏
―

声
茅
―

店
ノ

月
、
人
│

跡
板
│

橋
ノ

霜
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
七
一
四
番
。
温
庭
筠
「
商
山
早
行
」（
１９１
番
歌
、
参
照
）。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
和
刻

古
今
事
文
類
聚
』（
別
集
、
巻
二
五
）
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

橋
の
上
の
雪

霜
が
降
り
た
板
橋
で
さ
え
人
の
足
跡
は
少
な
い
の
に
、
ど
ん
な
に
（
人
の
訪
れ
を
）
待
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
雪
の
山
の
ふ
も
と
で

は
。

と
き

か
や

刻
を
告
げ
る
鶏
の
声
、
茅
ぶ
き
の
旅
籠
の
上
の
月
。
板
橋
を
覆
う
霜
、
そ
の
上
に
残
る
人
の
足
跡
。

― １６５ ―
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﹇
考
察
﹈
当
歌
は
人
の
往
来
が
多
い
橋
で
さ
え
人
跡
が
ま
れ
だ
か
ら
、
雪
の
降
っ
た
山
の
ふ
も
と
は
訪
れ
る
人
も
無
か
ろ
う
と
思
い
や
る
。

（
島
田
薫
）

林
雪

３０２
春
秋
の
に
し
き
の
梢
折
か
へ
て
玉
の
林
を
う
ふ
る
雪
か
な

ヌ
キ
ン
テ
タ
リ

謝
恵
連
。
雪
賦
曰
、
庭
ニ
ハ

列
ネ二

瑶
│

階
ヲ一

林
ニ
ハ

挺
二

瓊
―

樹
ヲ一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
〇
〇
〇
番
。
文
選
、
賦
篇
下
、
雪
賦
、
九
〇
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
和
刻
本

文
選
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

林
の
雪

春
（
の
花
）
や
秋
（
の
紅
葉
）
の
錦
の
よ
う
に
美
し
い
枝
を
織
り
直
し
て
、
玉
の
林
を
植
え
る
雪
で
あ
る
な
あ
。

謝
恵
連
。
雪
賦
に
よ
る
と
、（
雪
が
積
も
る
と
、）
庭
に
は
玉
の
階
が
並
び
、
林
に
は
玉
の
樹
が
生
え
た
よ
う
で
あ
る
。

﹇
考
察
﹈「
雪
賦
」
は
前
漢
の
梁
王
と
文
人
た
ち
の
や
り
と
り
に
仮
託
し
て
、
雪
の
美
を
詠
ん
だ
も
の
。
当
歌
は
「
瓊
樹
」（
玉
の
よ
う
に

美
し
い
木
）
を
「
玉
の
林
」
に
読
み
換
え
、
林
に
雪
が
降
っ
た
時
の
情
景
を
春
秋
の
景
色
と
対
照
さ
せ
て
詠
む
。
当
歌
の
第
三
句
は

「
折
か
へ
て
」
と
あ
る
が
、「
梢
」
を
折
っ
て
し
ま
う
と
木
に
雪
が
積
も
ら
な
い
の
で
、「
錦
」
の
縁
語
で
「
織
り
か
へ
て
」
と
解
釈
す

る
。
例
「
た
つ
た
姫
野
べ
の
に
し
き
を
お
り
か
へ
て
梢
に
さ
ら
す
神
な
び
の
杜
」（
正
治
初
度
百
首
、
秋
、
九
五
七
番
、
季
経
）、「
小

倉
山
ふ
も
と
の
錦
お
り
か
へ
て
梢
に
秋
の
過
ぎ
に
け
る
か
な
」（
万
代
和
歌
集
、
巻
六
、
冬
、
一
二
六
七
番
、
八
条
院
高
倉
）。

を

﹇
参
考
﹈「
時
知
ら
ぬ
榊
の
枝
に
折
り
か
へ
て
よ
そ
に
も
花
を
思
ひ
や
る
か
な
」（
狭
衣
物
語
、
巻
四
、
二
二
六
頁
）。

（
島
田
薫
）

深
雪

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
上
）

― １６６ ―



３０３
お
れ
か
へ
り
枝
よ
り
お
つ
る
雪
や
ま
た
あ
ゐ
よ
り
青
き
松
の
木
の
本

荀
子
、
見
于
春
部
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
六
九
六
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
木
の
本
│
木
の
し
た
」。

﹇
訳
﹈

深
い
雪

（
雪
の
重
み
で
）
折
れ
曲
が
っ
た
枝
か
ら
雪
は
松
の
木
の
下
に
落
ち
る
が
、
そ
の
松
（
の
葉
）
は
や
は
り
藍
よ
り
青
い
な
あ
。

荀
子
、
春
部
に
見
え
る
。（
２４
番
歌
、
参
照
）

や

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
『
荀
子
』
の
「
学
不
レ

可
レ

已
ム

、
青
キ
コ
ト

出
テ二

於
藍
ヨ
リ
一

而
青
シ二

於
藍
ヨ
リ
一

。」
を
踏
ま
え
、
雪
が
落
ち
る
松
の
青
さ
を
詠
む
。
松

の
青
さ
が
冬
に
引
き
立
つ
こ
と
は
、
次
の
３０４
番
歌
、
参
照
。

﹇
参
考
﹈
３０３
・
３０４
番
歌
に
詠
ま
れ
た
「
折
れ
か
へ
る
」
は
、
尾
花
や
萩
・
芦
・
竹
な
ど
曲
が
り
や
す
い
草
木
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

松
に
用
い
る
の
は
珍
し
い
。

（
金
子
将
大
）

松
雪

柏
３０４
い
く
た
ひ
か
雪
の
う
ち
に
も
あ
ら
は
れ
ん
お
れ
か
へ
る
松
の
本
の
み
と
り
は

朗
詠
集
詩
句
、
見
于
秋
部
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
一
五
八
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
お
れ
か
へ
る
│
折
り
か
へ
る
」。

﹇
訳
﹈

松
の
雪

何
度
、
雪
の
中
に
も
表
れ
る
だ
ろ
う
か
。（
雪
の
重
み
で
枝
が
）
折
れ
曲
が
っ
て
し
ま
っ
た
松
本
来
の
緑
は
。

― １６７ ―
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和
漢
朗
詠
集
の
詩
句
は
、
秋
部
に
見
え
る
。（
１６６
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
の
詩
句
「
十
八
公
ノ

栄
ハ

霜
―ノ

後
ニ

露
ハ
レ

、
一
│

千
│

年
ノ

色
ハ

雪
―ノ

中
ニ

深
シ

。」（
１６６
番
歌
に
引
用
）
を
踏

ま
え
て
、
何
度
も
雪
か
ら
現
れ
る
松
の
緑
を
詠
む
。

﹇
参
考
﹈「
青
山
ニ

有
レ

雪
諳
二

松
性
一

」（
和
漢
朗
詠
集
、
下
、
松
、
四
二
二
番
）。

（
金
子
将
大
）

雪
朝

３０５
け
さ
の
ま
の
ま
た
ほ
の
�
�
に
と
ふ
人
は
い
か
に
夜
ふ
か
き
雪
を
分
け
ん

宇
治
の
巻
。
ま
た
よ
ふ
か
き
程
の
雲
の
け
は
ひ
、
い
と
さ
む
け
な
る
に
、
人
�
�
あ
ま
た
声
し
て
、
馬
の
音
聞
ゆ
。
何
人
か
は
、

か
ゝ
る
さ
よ
中
に
雪
を
わ
く
へ
き
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
六
八
九
番
。
源
氏
物
語
、
総
角
、
三
三
五
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
承
応
』『
湖
月
鈔
』「
あ
ま
た
声
し
て
│
こ
ゑ
あ
ま
た
し
て
」。『
承
応
』「
雲
の
け
は
ひ
│
雪
の
け
は

ひ
」。

﹇
訳
﹈

雪
の
朝

今
朝
ほ
ど
、
ま
だ
明
け
方
に
訪
ね
て
き
た
人
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
深
夜
に
深
い
雪
を
か
き
分
け
て
来
た
の
だ
ろ
う
か
。

宇
治
の
巻
。
ま
だ
夜
深
い
時
分
の
雲
の
気
配
が
い
か
に
も
寒
そ
う
な
中
、
多
く
の
人
の
声
が
し
て
、
馬
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
。

誰
が
こ
の
よ
う
な
夜
中
に
、
雪
を
か
き
分
け
て
来
る
の
だ
ろ
う
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
大
君
の
死
後
、
雪
の
中
、
匂
宮
が
中
の
君
を
弔
問
す
る
場
面
（
２９２
番
歌
に
引
用
）。
当
歌
は
こ
れ
を
踏
ま
え
、

『
三
玉
挑
事
抄
』
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釈
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深
い
雪
を
か
き
分
け
て
人
が
訪
れ
て
き
た
朝
を
詠
ん
だ
も
の
。「
夜
ふ
か
き
雪
」
に
「
夜
深
き
」
と
「
深
き
雪
」
を
掛
け
る
。『
三
玉
和

歌
集
』
に
は
歌
肩
に
「
続
撰
五
大
永
三
二
廿
五
」
と
あ
る
通
り
、『
続
撰
吟
抄
』
巻
五
に
収
め
ら
れ
、
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
二
月

二
十
五
日
に
詠
ま
れ
、
詞
書
に
「
禁
裏
御
月
次
御
短
尺
に
」
と
あ
る
。

（
金
子
将
大
）

禁
庭
雪

３０６
よ
も
の
山
も
か
ゝ
み
と
こ
ゝ
に
う
つ
り
来
て
雲
井
の
庭
を
み
か
く
雪
哉

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
七
二
二
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

宮
中
の
庭
の
雪

四
方
の
山
も
鏡
の
よ
う
に
見
せ
る
雪
が
こ
こ
（
宮
中
）
に
移
っ
て
来
て
、
宮
中
の
庭
を
美
し
く
装
う
こ
と
だ
な
あ
。

﹇
考
察
﹈
雪
山
が
鏡
の
よ
う
に
見
え
る
典
拠
は
３０７
番
歌
、
参
照
。
当
歌
は
宮
中
の
庭
の
雪
景
色
を
詠
む
。

（
北
井
達
也
）

庭
雪

３０７
四
方
の
山
の
鏡
も
あ
れ
と
め
に
近
き
お
も
か
け
あ
か
ぬ
庭
の
雪
哉

う
き
舟
の
巻
云
、
雪
の
ふ
り
つ
も
れ
る
に
、
我
住
か
た
を
見
や
り
た
ま
へ
は
、
か
す
み
の
た
え
�
�
に
、
木
末
は
か
り
み
ゆ
。
山

は
、
か
ゝ
み
を
か
け
た
る
や
う
に
、
き
ら
�
�
と
夕
日
に
か
ゝ
や
き
た
る
に
云
々
。

総
角
巻
云
、
風
の
い
と
は
け
し
け
れ
は
、
し
と
み
お
ろ
さ
せ
給
ふ
に
、
よ
も
の
山
の
、
か
ゝ
み
と
み
ゆ
る
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
九
八
四
番
。
源
氏
物
語
、
浮
舟
、
一
五
四
頁
。
源
氏
物
語
、
総
角
、
三
三
三
頁
。

― １６９ ―
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﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

庭
の
雪

四
方
の
雪
山
が
鏡
の
よ
う
に
輝
く
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
見
慣
れ
た
庭
の
雪
景
色
は
見
飽
き
な
い
こ
と
だ
な
あ
。

浮
舟
の
巻
に
よ
る
と
、
雪
の
降
り
積
も
っ
て
い
る
中
を
、（
匂
宮
は
）
あ
の
ご
自
身
が
宿
ら
れ
た
方
（
浮
舟
の
住
ま
い
）
に
目
を

向
け
な
さ
る
と
、
霞
の
絶
え
間
絶
え
間
に
梢
ば
か
り
が
見
え
る
。
山
は
鏡
を
掛
け
て
い
る
よ
う
に
、
き
ら
き
ら
と
夕
日
に
輝
い
て

い
る
の
で
云
々
。

総
角
の
巻
に
よ
る
と
、
風
が
と
て
も
激
し
い
の
で
、（
薫
は
）
蔀
を
下
ろ
さ
せ
な
さ
る
と
、
四
方
の
山
が
鏡
の
よ
う
に
見
え
る

云
々
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
「
目
に
近
き
」（
見
慣
れ
た
）
庭
も
、
雪
が
降
り
積
も
る
と
一
変
す
る
さ
ま
を
詠
む
。

﹇
参
考
﹈
浮
舟
の
巻
は
、
雪
山
が
夕
日
を
浴
び
て
鏡
の
よ
う
に
輝
い
て
い
る
さ
ま
を
描
く
。
一
方
、
総
角
の
巻
は
物
語
本
文
が
途
中
で
切

み
ぎ
は

ら
れ
、
本
来
は
「
風
の
い
と
激
し
け
れ
ば
、
蔀
お
ろ
さ
せ
た
ま
ふ
に
、
四
方
の
山
の
鏡
と
見
ゆ
る
汀
の
氷
、
月
影
に
い
と
お
も
し
ろ

し
。」
で
、
岸
辺
の
氷
が
四
方
の
山
を
鏡
の
よ
う
に
映
し
て
い
る
景
色
を
描
写
す
る
。
し
か
し
浮
舟
の
巻
と
当
歌
の
内
容
に
合
わ
せ
る

た
め
、
意
図
的
に
本
文
を
途
中
で
切
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
北
井
達
也
）

庭
雪

３０８
数
な
ら
ぬ
垣
ね
の
雪
は
分
出
る
跡
よ
り
外
に
た
れ
を
い
と
は
ん

初
子
の
巻
の
詞
、
事
ふ
り
侍
り
。
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﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
五
八
七
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

庭
の
雪

と
る
に
足
ら
な
い
身
分
の
者
の
垣
根
に
降
り
積
も
っ
た
雪
は
、
雪
を
か
き
分
け
て
出
て
い
く
人
の
足
跡
以
外
に
、
誰
（
の
訪
問
）
を
拒

む
だ
ろ
う
か
。

初
音
の
巻
の
文
章
（
に
よ
り
、
そ
れ
）
は
言
い
ふ
る
さ
れ
て
い
ま
す
。（
１０
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
、
雪
の
中
を
出
て
い
っ
た
薄
情
な
人
は
拒
む
が
、
そ
の
他
の
人
は
歓
迎
す
る
、
と
い
う
意
味
。
初
音
の
巻
は
新
春
を
迎

え
た
六
条
院
の
庭
の
景
色
を
描
写
し
た
場
面
で
、「
数
な
ら
ぬ
垣
根
の
内
だ
に
、
雪
間
の
草
わ
か
や
か
に
色
づ
き
は
じ
め
」（
身
分
の
低

い
者
の
垣
根
の
内
で
さ
え
、
雪
の
消
え
間
か
ら
初
草
が
若
々
し
く
見
え
は
じ
め
て
）
の
一
節
を
当
歌
は
踏
ま
え
る
。

（
北
井
達
也
）

鷹
狩

３０９
ゆ
ふ
日
か
け
に
し
き
と
見
え
て
と
ふ
き
し
の
は
ね
と
り
ち
ら
し
ま
し
ら
ふ
の
鷹

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
一
二
〇
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

鷹
狩

ま
し
ら
ふ

夕
日
の
光
に
（
照
ら
さ
れ
）、
羽
が
錦
の
よ
う
に
見
え
て
飛
ぶ
雉
に
交
じ
り
、
雉
の
羽
を
あ
ち
こ
ち
に
散
ら
か
す
真
白
斑
の
鷹
で
あ
る

な
あ
。

﹇
考
察
﹈
夕
日
に
輝
き
錦
織
物
の
よ
う
に
光
沢
を
放
つ
雉
に
襲
い
か
か
る
鷹
を
詠
む
。
結
句
の
「
ま
し
ら
ふ
」
に
「
交
じ
ら
ふ
」
と
「
真

白
斑
」
を
掛
け
る
。

― １７１ ―
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﹇
参
考
﹈「
真
白
斑
」
は
羽
に
白
い
斑
点
の
あ
る
鷹
を
言
う
。
た
と
え
ば
「
白
き
大
鷹
」
を
詠
ん
だ
長
歌
に
「
枕
づ
く

つ
ま
屋
の
内
に

と
ぐ
ら

あ

鳥
座
結
ひ

据
ゑ
て
そ
我
が
飼
ふ

真
白
斑
の
鷹
」（
万
葉
集
、
巻
一
九
、
四
一
五
四
番
、
大
伴
家
持
）
と
あ
る
。
ま
た
顕
昭
の
『
六

百
番
陳
状
』
で
は
、「
大
原
や
野
べ
の
み
ゆ
き
に
と
こ
ろ
得
て
空
と
る
今
日
の
真
白
斑
の
鷹
」（
冬
上
、
野
行
幸
、
顕
昭
）
に
対
し
て
、

延
長
六
年
十
二
月
五
日
の
大
原
野
行
幸
に
関
す
る
一
節
「
白
斑
と
申
す
鷹
、
い
つ
し
か
鳥
を
空
と
り
て
、
御
輿
の
鳳
の
上
に
参
り
ゐ
て

侍
り
け
る
に
、
夕
日
は
山
の
端
に
漸
く
近
づ
き
て
、
峰
の
紅
葉
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
錦
を
さ
ら
せ
り
。
鷹
の
色
は
白
妙
に
し
て
、
雉
毛
は

紺
青
を
の
べ
た
り
。」
を
引
用
し
て
い
る
。

（
小
森
一
輝
）

晩
頭
鷹
狩

３１０
夕
日
影
お
ち
く
る
鷹
に
あ
ふ
鳥
の
は
ね
は
に
し
き
を
み
た
す
色
か
な

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
六
一
九
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

晩
方
の
鷹
狩

夕
日
が
沈
む
折
、
急
降
下
し
て
く
る
鷹
に
襲
わ
れ
た
鳥
の
羽
は
、
錦
が
乱
れ
散
る
（
よ
う
に
映
え
る
）
色
で
あ
る
な
あ
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
の
第
二
句
「
落
ち
」
は
、
夕
日
と
鷹
を
修
飾
す
る
。
結
句
の
「
み
た
す
」
は
参
考
歌
に
よ
り
「
満
た
す
」
で
は
な
く
「
乱

す
」
と
判
断
し
て
、
散
乱
す
る
羽
が
夕
日
を
浴
び
て
錦
の
よ
う
に
見
え
る
と
解
釈
す
る
。

﹇
参
考
﹈「
唐
錦
乱
れ
る
野
辺
と
見
え
つ
る
は
秋
の
木
の
葉
の
降
る
に
ざ
り
け
る
」（
是
貞
親
王
家
歌
合
、
三
四
番
）
は
、
野
原
に
散
ら
ば

っ
て
い
る
落
ち
葉
を
錦
に
例
え
る
。

（
小
森
一
輝
）
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夕
鷹
狩

柏
３１１
あ
か
な
く
に
山
の
は
な
く
は
と
斗
に
入
日
や
お
し
き
け
ふ
の
狩
人

い
せ
物
語
云
、
狩
は
ね
ん
こ
ろ
に
も
せ
て
、
酒
を
の
み
の
み
つ
ゝ
、
大
和
歌
に
か
ゝ
れ
り
け
り
云
々
。
此
段
の
末
に
云
、
十
一
日

の
月
も
か
く
れ
な
ん
と
す
れ
は
、
か
の
む
ま
の
頭
の
よ
め
る
。

あ
か
な
く
に
ま
た
き
も
月
の
か
く
る
ゝ
か
山
の
は
に
け
て
い
れ
す
も
あ
ら
な
ん

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
二
一
〇
番
。
伊
勢
物
語
、
八
二
段
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
伊
勢
物
語
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

夕
刻
の
鷹
狩

も
っ
と
楽
し
ん
で
い
た
い
の
に
、
山
の
際
が
な
け
れ
ば
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
日
没
を
残
念
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
今
日
の
狩
人

は
。

伊
勢
物
語
に
よ
る
と
、
狩
は
そ
れ
ほ
ど
熱
心
に
も
せ
ず
に
、
酒
ば
か
り
を
飲
み
な
が
ら
、
和
歌
に
熱
中
し
て
い
た
云
々
。
こ
の
章

段
の
末
に
よ
る
と
、
十
一
日
の
月
も
（
山
に
）
隠
れ
よ
う
と
す
る
の
で
、
あ
の
馬
の
頭
が
詠
ん
だ
（
歌
）。

名
残
は
尽
き
な
い
の
に
、
も
う
は
や
月
が
隠
れ
て
し
ま
う
の
か
。
山
の
際
が
逃
げ
て
、
月
を
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

﹇
考
察
﹈「
馬
の
頭
」（
在
原
業
平
）
の
和
歌
は
、
酔
っ
て
早
々
に
酒
宴
を
抜
け
よ
う
と
し
た
惟
喬
親
王
を
、
山
の
端
に
隠
れ
よ
う
と
す
る

月
に
見
立
て
て
名
残
を
惜
し
ん
だ
も
の
。
当
歌
は
狩
り
を
続
け
た
い
た
め
、
日
没
を
惜
し
む
狩
人
の
心
情
を
詠
む
。

﹇
参
考
﹈
鷹
狩
は
日
本
で
も
古
来
よ
り
愛
好
さ
れ
、
平
安
貴
族
の
間
で
も
流
行
し
た
が
、
仏
教
的
罪
業
感
か
ら
し
ば
し
ば
禁
令
が
出
さ
れ

た
。

（
小
森
一
輝
）

― １７３ ―
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網
代

３１２
い
つ
ま
て
と
命
は
か
な
き
ひ
を
虫
の
お
な
し
波
な
る
あ
し
ろ
守
ら
ん

蜉
蝣
、
毛
詩
註
、
出
于
秋
部
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
七
一
九
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
守
ら
ん
│
守
る
ら
む
」。

﹇
訳
﹈

網
代

ひ
お
む
し

ひ

お

い
つ
ま
で
（
生
き
ら
れ
る
）
と
（
言
え
な
い
ほ
ど
）
命
が
は
か
な
い

で
は
な
い
が
、
氷
魚
と
同
じ
波
間
に
あ
る
網
代
の
番
を
（
網
代

の
番
人
は
）
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

毛
詩
「
蜉
蝣
」
の
注
釈
は
、
秋
の
部
に
掲
出
。（
１７４
番
歌
、
参
照
）

ひ

を

﹇
考
察
﹈
当
歌
の
第
三
句
「
ひ
を
虫
」
に
「
氷
魚
」
を
掛
け
る
。「
ひ
を
虫
」
は
カ
ゲ
ロ
ウ
の
類
で
、
詩
経
に
「
朝
生
暮
死
」
と
あ
る
通

り
、
は
か
な
い
も
の
に
例
え
ら
れ
る
。
氷
魚
は
鮎
の
稚
魚
、
無
色
半
透
明
で
長
さ
は
二
、
三
セ
ン
チ
。
歌
題
の
「
網
代
」
は
川
の
瀬
に

設
け
た
魚
と
り
の
設
備
。
冬
に
京
都
の
宇
治
川
で
氷
魚
を
捕
え
る
の
に
用
い
た
こ
と
で
有
名
。

﹇
参
考
﹈「
朝
ぼ
ら
け
宇
治
の
川
霧
絶
え
絶
え
に
現
れ
わ
た
る
瀬
々
の
網
代
木
」（
百
人
一
首
、
権
中
納
言
定
頼
）。

（
松
本
匡
由
）

冬
暁

３１３
み
な
と
入
に
千
と
り
な
く
也
暁
の
う
し
ほ
も
い
ま
や
遠
の
う
ら
風

朗
詠
集
。
低
ルレ

翅
ヲ

沙
―

鴎
ハ

潮
ノ

落
ル

時
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
一
七
三
番
。
和
漢
朗
詠
集
、
上
、
春
、
暮
春
、
四
六
番
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
上
）

― １７４ ―



﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
冬
暁
│
暁
」。『
和
漢
朗
詠
集
注
』「
時
│
暁
」。

﹇
訳
﹈

冬
の
暁

船
が
港
に
入
り
、
千
鳥
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
。
夜
明
け
前
に
潮
も
今
は
遠
の
き
浦
風
（
が
吹
い
て
い
る
な
あ
）。

か
も
め

和
漢
朗
詠
集
。
羽
を
お
さ
め
て
下
り
た
っ
た
砂
上
の
鴎
は
、
潮
が
引
い
た
と
き
（
に
い
る
）。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
千
鳥
の
鳴
き
声
か
ら
潮
が
引
い
た
こ
と
（『
和
漢
朗
詠
集
』
の
漢
詩
に
よ
る
）、
ま
た
船
が
入
港
し
て
船
の
魚
を
狙
っ
て

い
る
こ
と
を
想
像
す
る
。

﹇
参
考
﹈
初
句
の
「
港
入
り
」
と
結
句
の
「
遠
の
浦
風
」
は
、
瀟
湘
八
景
の
「
遠
浦
帰
帆
」
に
よ
る
か
。

（
松
本
匡
由
）

― １７５ ―

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
上
）






